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４
　
調
査
の
概
要

調
査
方
法

対
象
者
の
選
定
と
限
界

対
象
者
の
内
訳

５
　
凡
例

北
朝
鮮
地
図  

 

37

帰
国
事
業
に
よ
る
帰
国
者
数
の
年
次
推
移  

 

38

関
連
年
表  

 

39

本
書
に
登
場
す
る
帰
国
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル  

 

40

プ
ロ
ロ
ー
グ
　
あ
る
在
日
一
家
の
写
真
記
録  

 

55

第
１
章
　
10
人
の
帰
国
前
史  

 

59

朴
永
淑

─
原
爆
を
見
た
一
家
　
勉
学
を
夢
見
て
帰
国

梁
姉
弟

─「
朝
鮮
人
が
大
嫌
い
だ
っ
た
」

金
綾
実

─
差
別
と
貧
困
　
５
人
の
子
を
抱
え
た
母
の
決
断

朝
鮮
学
校
生
徒
ら
の
場
合

金
五
月

─
ウ
リ
学
校
を
守
れ

　ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
闘
争

姜
鐘
太

─
朝
鮮
人
と
し
て
の
魂
植
え
つ
け
た
い

　父
の
想
い

帰
国
運
動
の
高
揚
と
活
動
家
た
ち

金
奎
錫

─
社
会
主
義
の
未
来
を
信
じ
、
革
命
を
志
す

川
崎
栄
子

─「
自
分
が
社
会
主
義
を
経
験
し
な
い
と
」

日
本
人
妻
・
上
田
つ
た
え
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活
動
家
の
夫
と
出
会
い
、
宣
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を
信
じ
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総
聯
の
帰
国
勧
誘
宣
伝

新
潟
へ李

昌
成

─「
柔
道
で
大
成
し
た
い
」
単
身
帰
国
を
決
意

帰
国
意
思
の
確
認

朴
永
淑

─
父
危
篤
の
知
ら
せ
で
残
留
を
翻
意

第
２
章
　
清
津
シ
ョ
ッ
ク
─
失
意
で
始
ま
っ
た
祖
国
で
の
暮
ら
し  

 

119

強
烈
な
臭
い
、
み
す
ぼ
ら
し
い
人
々

─「
騙
さ
れ
た
！
」

初
め
て
見
え
た
祖
国
・
朝
鮮

想
像
を
絶
し
た
人
々
の
姿

「
降
り
な
い
」
下
船
を
拒
否
す
る
人

役
人
に
直
談
判
「
来
た
船
で
日
本
に
帰
り
ま
す
」

招
待
所
で
窓
ガ
ラ
ス
を
叩
き
割
る

残
飯
を
ね
だ
る
先
着
の
帰
国
者
た
ち

あ
る
少
女
の
到
着

配
置
の
明
暗

─
平
壌
エ
リ
ー
ト
か
ら
農
場
員
ま
で

運
命
を
左
右
し
た
４
つ
の
要
素

配
置
先
の
決
め
方

平
壌
へ
の
配
置
、「
文
化
人
」
と
し
て
幹
部
待
遇

技
術
を
買
わ
れ
て
都
市
の
旋
盤
工
に

水
洗
便
所
の
あ
る
ア
パ
ー
ト
に
入
居

山
中
の
鉱
山
へ
、
下
っ
端
の
労
働
者
に

幹
部
と
し
て
優
遇
さ
れ
た
と
思
っ
た
ら

農
場
に
配
置
さ
れ
、
空
腹
の
日
々
を
過
ご
す

最
果
て
の
地
に
送
ら
れ
た
一
家

第
３
章
　
北
朝
鮮
社
会
へ
組
み
込
ま
れ
た
帰
国
者
た
ち  

 

155

国
家
一
元
管
理
の
食
・
住
・
労
働
シ
ス
テ
ム

絶
対
的
に
足
り
な
い
食
糧
配
給

住
宅
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衣
料
品
、
靴

売
り
食
い
生
活

「
ト
ラ
ッ
ク
２
台
」「
３
年
分
」
の
物
資
を
持
参

物
資
を
売
り
尽
く
し
た
後
の
悲
惨
な
生
活

盗
み
食
い
ま
で
し
た

学
校
は
楽
し
み
も
い
じ
め
も

物
珍
し
い
帰
国
者
の
存
在

思
想
教
育

大
学
進
学

荒
れ
た
帰
国
者
の
若
者
た
ち

革
命
を
夢
見
た
青
年
の
失
望

60
年
代
の
脱
北
企
図

最
初
の
逃
亡
成
功
者

関
東
派
VS
関
西
派
　
愚
連
隊
の
東
西
対
決

不
良
帰
国
者
を
制
圧
せ
よ

第
４
章
　
帰
国
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
最
初
の
粛
清  

 

203

結
び
つ
く
帰
国
者

─
交
遊
と
結
婚

帰
国
者
に
と
っ
て
の
日
本
語

結
婚
は
帰
国
者
同
士

呉
明
子
の
結
婚

現
地
住
民
か
ら
結
婚
を
反
対
さ
れ
た
ケ
ー
ス

中
国
か
ら
の
帰
国
者
と
の
結
婚

労
働
党
入
党
と
軍
入
隊

労
働
党
員
に
な
る
と
い
う
こ
と

帰
国
者
は
党
員
に
な
れ
な
い
？

人
民
軍
入
隊

帰
国
者
に
対
す
る
差
別
と
制
限

狙
わ
れ
た
イ
ン
テ
リ
総
聯
幹
部

東
京
朝
鮮
中
高
の
元
教
員
た
ち
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総
聯
幹
部
た
ち
の
粛
清

日
本
人
母
の
決
断

東
京
朝
高
卒
業
生
・
姜
鐘
太
の
回
想

な
ぜ
在
日
エ
リ
ー
ト
が
標
的
に
な
っ
た
の
か
？

第
５
章
　
朝
鮮
人
を
愛
し
た
日
本
人
妻
た
ち  

 

237

１
８
３
０
人
を
超
え
る
日
本
人
妻

日
本
人
妻
の
扱
い
を
め
ぐ
る
日
朝
の
動
き

北
朝
鮮
政
府
の
日
本
人
妻
へ
の
配
慮

小
林
秋
子

夫
の
家
族
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
結
婚

「
何
も
知
ら
な
か
っ
た
。
分
か
っ
て
い
た
ら
、
誰
が
行
く
の
？
」

１
年
間
泣
き
暮
ら
し
た

同
じ
帰
国
者
か
ら
差
別
さ
れ
た

齋
藤
博
子

「
日
本
人
妻
は
３
年
で
里
帰
り
で
き
る
」
と
説
明
さ
れ
た

夫
は
荒
れ
、
日
本
人
の
義
姉
は
事
故
死

「
半
チ
ョ
ッ
パ
リ
」
と
い
う
蔑
称

子
供
か
ら
見
た
日
本
人
の
オ
モ
ニ

１
　
突
撃
隊
に
志
願
、
党
員
に
も

─
果
敢
に
生
き
抜
い
た
母

両
家
の
反
対
に
も
意
思
貫
き
結
婚

帰
国
１
年
で
夫
が
死
亡
、
働
き
づ
め
で
４
人
育
て
る

日
本
と
は
絶
縁
、
極
貧
を
生
き
抜
く

２
　
適
応
で
き
ず
生
涯
引
き
こ
も
っ
た
母

金
持
ち
の
朝
鮮
人
に
嫁
い
だ

─
羅
真
弓
の
母

朝
鮮
語
を
話
せ
な
い
ま
ま
45
年

─
尹
玉
順
の
母

母
を
「
日
本
野
郎
」
と
呼
ん
で
後
悔

─
姜
鐘
太
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３
年
で
里
帰
り
で
き
る
」
と
説
明
さ
れ
た

夫
は
荒
れ
、
日
本
人
の
義
姉
は
事
故
死

「
半
チ
ョ
ッ
パ
リ
」
と
い
う
蔑
称

子
供
か
ら
見
た
日
本
人
の
オ
モ
ニ

１
　
突
撃
隊
に
志
願
、
党
員
に
も

─
果
敢
に
生
き
抜
い
た
母

両
家
の
反
対
に
も
意
思
貫
き
結
婚

帰
国
１
年
で
夫
が
死
亡
、
働
き
づ
め
で
４
人
育
て
る

日
本
と
は
絶
縁
、
極
貧
を
生
き
抜
く

２
　
適
応
で
き
ず
生
涯
引
き
こ
も
っ
た
母

金
持
ち
の
朝
鮮
人
に
嫁
い
だ

─
羅
真
弓
の
母

朝
鮮
語
を
話
せ
な
い
ま
ま
45
年

─
尹
玉
順
の
母

母
を
「
日
本
野
郎
」
と
呼
ん
で
後
悔

─
姜
鐘
太
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２
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３
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第
６
章
　
監
視
・
密
告
、
政
治
犯
収
容
所  

 

281

金
日
成
一
人
独
裁
の
確
立

「
唯
一
思
想
体
系
」
と
は
何
か
？

政
治
犯
収
容
所
と
は
何
か
？

耀
徳
管
理
所
で
の
実
体
験

１
　
耀
徳
管
理
所
の
「
在
日
村
」
に
収
監

─
具
龍
徳

兄
が
差
別
か
ら
帰
国
を
切
望

「
こ
れ
か
ら
一
生
出
ら
れ
な
い
所
へ
引
っ
越
し
す
る
」

天
然
の
要
塞
、
耀
徳
郡

管
理
所
内
に
で
き
た
「
在
日
村
」

管
理
所
内
の
学
校
生
活

出
所

収
容
所
送
り
の
真
相

２
　
兄
２
人
、
息
子
２
人
が
連
行
さ
れ
た

─
朴
永
淑

兄
２
人
が
立
て
続
け
に
連
行

長
男
も
次
男
も
連
行
さ
れ
、
帰
っ
て
来
な
か
っ
た

家
族
全
員
が
僻
地
に
追
放
さ
れ
る

３
　「
マ
ル
反
動
」
で
収
容
所
送
り

─
沈
博
仁

父
が
保
衛
部
に
連
行

父
の
罪
の
真
相

酒
席
で
「
金
正
日
は
ロ
シ
ア
生
ま
れ
だ
」

監
視
対
象
に
な
っ
た
帰
国
者

極
度
に
怯
え
て
い
た
出
所
者

友
人
、
知
人
の
相
次
ぐ
連
行

「
大
村
帰
り
」
が
や
ら
れ
た

帰
国
者
同
士
で
監
視
・
密
告
さ
せ
る

1234567891011121314151612345678910111213141516 p.12

DEC
１
…
横
山
　
２
…
角
原
　
３
…
角
原
　
４
…
　
　
　
校
了
…
　
　

集
英
社
新
書
5
月
刊
　
証
言
・
北
朝
鮮
帰
国
者

PFFK_p001=280_本文.indd   12PFFK_p001=280_本文.indd   12 2026/04/06   10:482026/04/06   10:48



２
　
兄
２
人
、
息
子
２
人
が
連
行
さ
れ
た

─
朴
永
淑

兄
２
人
が
立
て
続
け
に
連
行

長
男
も
次
男
も
連
行
さ
れ
、
帰
っ
て
来
な
か
っ
た

家
族
全
員
が
僻
地
に
追
放
さ
れ
る

３
　「
マ
ル
反
動
」
で
収
容
所
送
り

─
沈
博
仁

父
が
保
衛
部
に
連
行

父
の
罪
の
真
相

酒
席
で
「
金
正
日
は
ロ
シ
ア
生
ま
れ
だ
」

監
視
対
象
に
な
っ
た
帰
国
者

極
度
に
怯
え
て
い
た
出
所
者

友
人
、
知
人
の
相
次
ぐ
連
行

「
大
村
帰
り
」
が
や
ら
れ
た

帰
国
者
同
士
で
監
視
・
密
告
さ
せ
る
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第
７
章
　
70
年
代
帰
国
者
「
サ
イ
キ
ン
カ
エ
リ
」 �

�

329

再
開
さ
れ
た
帰
国
事
業

─
彼
ら
は
な
ぜ
帰
っ
た
の
か

帰
国
事
業
終
了
か
ら
再
開
の
経
緯

徐
々
に
改
善
さ
れ
た
在
日
の
暮
ら
し

李
き
ょ
う
だ
い

─「
オ
ッ
パ
、
祖
国
に
行
こ
う
！
」

張
姉
妹

─
ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
世
代
、
青
春
真
っ
盛
り
で

呉
小
元

─
工
作
員
の
父
に
命
じ
ら
れ
「
人
質
」
帰
国

70
年
代
の
北
、
衝
撃
と
緊
張

曺
分
姫

─「
来
る
な
っ
て
書
い
た
の
に
」

張
姉
妹

─「
親
を
恨
み
ま
し
た
」

李
き
ょ
う
だ
い

─
砕
け
た
大
学
進
学
の
夢

呉
小
元

─
平
壌
の
大
学
で
の
緊
張
と
ス
ト
レ
ス

「
サ
イ
キ
ン
カ
エ
リ
」
と
「
ム
カ
シ
カ
エ
リ
」
の
溝

60
年
代
帰
国
者
の
興
味
の
的
に

60
年
代
帰
り
の
荒
み
よ
う
に
驚
く

仕
送
り
の
な
い
帰
国
者
は
「
ゲ
ン
チ
ャ
ン
」
化

第
８
章
　
回
復
し
た
日
本
と
の
絆��

�

365

訪
問
団
と
在
日
マ
ネ
ー

　激
変
し
た
暮
ら
し

１
　
親
族
の
支
援
で
底
辺
か
ら
天
国
へ

荷
物
も
車
も
「
何
で
も
送
っ
て
く
れ
た
」

平
壌
の
道
路
補
修
を
し
た
叔
父
の
お
か
げ
で

「
死
ぬ
ま
で
恩
を
忘
れ
な
い
」
帰
ら
な
か
っ
た
兄
の
想
い

「
宝
船
が
来
た
！
」

２
　
特
別
扱
い
さ
れ
た
「
総
聯
幹
部
子
女
合
宿
」

別
世
界
の
生
活
「
建
物
と
空
気
と
水
以
外
は
日
本
製
」

３
　
日
本
円
の
使
用
解
禁

外
貨
商
店
と
「
パ
ッ
ク
ン
ト
ン
」
の
登
場

外
貨
商
店
で
「
ス
タ
ー
気
取
り
」
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第
７
章
　
70
年
代
帰
国
者
「
サ
イ
キ
ン
カ
エ
リ
」 �

�

329

再
開
さ
れ
た
帰
国
事
業

─
彼
ら
は
な
ぜ
帰
っ
た
の
か

帰
国
事
業
終
了
か
ら
再
開
の
経
緯

徐
々
に
改
善
さ
れ
た
在
日
の
暮
ら
し

李
き
ょ
う
だ
い

─「
オ
ッ
パ
、
祖
国
に
行
こ
う
！
」

張
姉
妹

─
ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
世
代
、
青
春
真
っ
盛
り
で

呉
小
元

─
工
作
員
の
父
に
命
じ
ら
れ
「
人
質
」
帰
国

70
年
代
の
北
、
衝
撃
と
緊
張

曺
分
姫

─「
来
る
な
っ
て
書
い
た
の
に
」

張
姉
妹

─「
親
を
恨
み
ま
し
た
」

李
き
ょ
う
だ
い

─
砕
け
た
大
学
進
学
の
夢

呉
小
元

─
平
壌
の
大
学
で
の
緊
張
と
ス
ト
レ
ス

「
サ
イ
キ
ン
カ
エ
リ
」
と
「
ム
カ
シ
カ
エ
リ
」
の
溝

60
年
代
帰
国
者
の
興
味
の
的
に

60
年
代
帰
り
の
荒
み
よ
う
に
驚
く

仕
送
り
の
な
い
帰
国
者
は
「
ゲ
ン
チ
ャ
ン
」
化

第
８
章
　
回
復
し
た
日
本
と
の
絆��

�

365

訪
問
団
と
在
日
マ
ネ
ー

　激
変
し
た
暮
ら
し

１
　
親
族
の
支
援
で
底
辺
か
ら
天
国
へ

荷
物
も
車
も
「
何
で
も
送
っ
て
く
れ
た
」

平
壌
の
道
路
補
修
を
し
た
叔
父
の
お
か
げ
で

「
死
ぬ
ま
で
恩
を
忘
れ
な
い
」
帰
ら
な
か
っ
た
兄
の
想
い

「
宝
船
が
来
た
！
」

２
　
特
別
扱
い
さ
れ
た
「
総
聯
幹
部
子
女
合
宿
」

別
世
界
の
生
活
「
建
物
と
空
気
と
水
以
外
は
日
本
製
」

３
　
日
本
円
の
使
用
解
禁

外
貨
商
店
と
「
パ
ッ
ク
ン
ト
ン
」
の
登
場

外
貨
商
店
で
「
ス
タ
ー
気
取
り
」
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４
　
帰
国
者
間
で
生
ま
れ
た
天
と
地
の
格
差

金
持
ち
同
士
で
付
き
合
う

外
国
の
支
援
物
資
を
犬
に
食
べ
さ
せ
た

日
本
と
の
窓
口
・
元
山
の
悲
哀

10
年
ぶ
り
の
再
会
　
喜
び
と
惨
め
さ
と

日
本
人
の
母
も
訪
朝
　
共
に
過
ご
す
最
後
の
時
間

金
政
権
を
揺
さ
ぶ
っ
た
在
日
マ
ネ
ー
と
情
報

１
　
侵
食
さ
れ
た
「
社
会
主
義
の
倉
庫
」

「
黄
金
万
能
主
義
」

２
　
日
本
か
ら
流
れ
込
む
外
部
情
報

日
本
の
ビ
デ
オ
が
大
流
行

一
網
打
尽
に
さ
れ
た
幹
部
子
女

元
山
の
富
裕
帰
国
者
は
収
容
所
送
り
に

第
９
章
　「
苦
難
の
行
軍
」　
90
年
代
の
大
飢
饉
と
社
会
混
乱  

 

407

大
混
乱
の
前
奏
曲

社
会
主
義
陣
営
の
瓦
解
と
金
日
成
の
死

「
未
供
給
」
＝
配
給
停
止
の
始
ま
り

金
日
成
が
死
ん
だ
日

三
年
喪
と
社
会
パ
ニ
ッ
ク
の
発
生

国
家
財
産
の
横
流
し
　
黄
海
製
鉄
所
で
の
事
件

飢
え
と
病
気
で
世
を
去
っ
た
帰
国
者
た
ち

脳
裏
に
刻
ま
れ
た
３
人
の
最
期

最
期
の
言
葉
は
「
ぜ
ん
ざ
い
が
食
べ
た
い
」

日
本
人
妻
の
「
苦
難
の
行
軍
」

周
囲
の
日
本
人
妻
が
次
々
死
亡

─
上
田
つ
た
え

不
法
行
為
に
手
を
染
め
る
　
夫
と
娘
２
人
が
死
亡

─
齋
藤
博
子

キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
も
拾
っ
て
食
べ
た

─
小
林
秋
子
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第
９
章
　「
苦
難
の
行
軍
」　
90
年
代
の
大
飢
饉
と
社
会
混
乱  

 

407

大
混
乱
の
前
奏
曲

社
会
主
義
陣
営
の
瓦
解
と
金
日
成
の
死

「
未
供
給
」
＝
配
給
停
止
の
始
ま
り

金
日
成
が
死
ん
だ
日

三
年
喪
と
社
会
パ
ニ
ッ
ク
の
発
生

国
家
財
産
の
横
流
し
　
黄
海
製
鉄
所
で
の
事
件

飢
え
と
病
気
で
世
を
去
っ
た
帰
国
者
た
ち

脳
裏
に
刻
ま
れ
た
３
人
の
最
期

最
期
の
言
葉
は
「
ぜ
ん
ざ
い
が
食
べ
た
い
」

日
本
人
妻
の
「
苦
難
の
行
軍
」

周
囲
の
日
本
人
妻
が
次
々
死
亡

─
上
田
つ
た
え

不
法
行
為
に
手
を
染
め
る
　
夫
と
娘
２
人
が
死
亡

─
齋
藤
博
子

キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
も
拾
っ
て
食
べ
た

─
小
林
秋
子
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黄
美
京
の
母
の
最
期

生
き
る
た
め
の
闘
い

担
ぎ
屋
に
な
っ
た
女
性
た
ち

暴
力
と
日
銭
暮
ら
し
に
耐
え
か
ね
て

米
１
０
０
キ
ロ
を
担
ぐ

中
国
に
脱
出
し
た
帰
国
者
た
ち
と
の
出
会
い

黒
竜
江
省
で
潜
伏
生
活
を
し
て
い
た
朴
文
俊

混
乱
に
商
機
を
見
出
す

日
本
の
中
古
車
貿
易
で
月
２
千
ド
ル

第
10
章
　
帰
国
者
た
ち
の
そ
の
後  

 

459

韓
国
と
日
本
に
約
６
０
０
人
の
脱
北
帰
国
者

日
本
に
戻
る
道

１
　
日
本
公
館
に
保
護
さ
れ
て
入
国

梁
葉
津
子
、
敏
雄
姉
弟

金
栄
三

川
崎
栄
子

有
元
俊

越
境
ビ
ジ
ネ
ス

齋
藤
博
子

平
島
筆
子

上
田
つ
た
え

２
　
東
南
ア
ジ
ア
ル
ー
ト

小
林
秋
子

張
智
潤
、
美
淑

尹
尚
吉
と
黄
玉
香

韓
国
入
り
し
た
帰
国
者

姜
鐘
太

黄
美
京

李
泰
炅
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黄
美
京
の
母
の
最
期

生
き
る
た
め
の
闘
い

担
ぎ
屋
に
な
っ
た
女
性
た
ち

暴
力
と
日
銭
暮
ら
し
に
耐
え
か
ね
て

米
１
０
０
キ
ロ
を
担
ぐ

中
国
に
脱
出
し
た
帰
国
者
た
ち
と
の
出
会
い

黒
竜
江
省
で
潜
伏
生
活
を
し
て
い
た
朴
文
俊

混
乱
に
商
機
を
見
出
す

日
本
の
中
古
車
貿
易
で
月
２
千
ド
ル

第
10
章
　
帰
国
者
た
ち
の
そ
の
後  

 

459

韓
国
と
日
本
に
約
６
０
０
人
の
脱
北
帰
国
者

日
本
に
戻
る
道

１
　
日
本
公
館
に
保
護
さ
れ
て
入
国

梁
葉
津
子
、
敏
雄
姉
弟

金
栄
三

川
崎
栄
子

有
元
俊

越
境
ビ
ジ
ネ
ス

齋
藤
博
子

平
島
筆
子

上
田
つ
た
え

２
　
東
南
ア
ジ
ア
ル
ー
ト

小
林
秋
子

張
智
潤
、
美
淑

尹
尚
吉
と
黄
玉
香

韓
国
入
り
し
た
帰
国
者

姜
鐘
太

黄
美
京
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は
じ
め
に

１
　
敗
戦
後
の
在
日
朝
鮮
人
の
帰
還

敗
戦
直
後
の
帰
還
ラ
ッ
シ
ュ

　
１
９
１
０
年
に
日
本
が
朝
鮮
を
併
合
し
た
後
、
日
本
へ
渡
航
す
る
朝
鮮
人
が
年
を
追
っ
て
増
え
て
い
っ
た
。

多
く
は
貧
し
い
農
村
に
暮
ら
し
て
い
た
人
た
ち
で
、
日
本
の
労
働
力
需
要
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
形
で
渡
航
す
る

場
合
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
日
本
に
生
活
基
盤
が
で
き
始
め
る
と
、
故
郷
の
家
族
や
知
人
を
呼
び
寄
せ
た
り
、

婚
姻
し
て
日
本
で
家
庭
を
築
い
た
り
す
る
人
が
増
え
る
。
内
務
省
統
計
に
よ
る
と
、
11
年
に
２
５
２
７
人
だ
っ

た
在
日
朝
鮮
人
人
口
は
、
30
年
に
29
万
８
０
９
１
人
、
35
年
に
は
62
万
５
６
７
８
人
に
及
ん
だ＊

１

。

　
産
業
拠
点
の
あ
る
都
市
部
や
炭
鉱
、
鉱
山
、
大
小
の
土
木
建
設
工
事
現
場
が
主
な
働
き
口
に
な
り
、
大
阪
や

東
京
、
兵
庫
、
愛
知
、
京
都
、
神
奈
川
、
福
岡
、
山
口
な
ど
と
そ
の
周
辺
に
朝
鮮
人
の
多
住
地
域
が
形
成
さ
れ

た
。
日
本
に
近
い
慶キ

ヨ
ン

尚サ
ン

道ド

、
済チ
エ

州ジ
ユ

島ド

、
全チ
ヨ
ル羅ラ

道ド

、
忠チ
ユ
ン

清チ
ヨ
ン道ド

の
出
身
者
が
大
部
分
で
、
そ
れ
は
現
在
の
在
日
朝

金
奎
錫

エ
ピ
ロ
ー
グ
　
残
さ
れ
た
在
日
家
族
の
苦
悩  

 

489

家
族
10
人
を
ひ
と
り
で
60
年
支
え
続
け
た

─
林
恩
善

脱
北
民
に
寄
り
添
い
、
声
を
届
け
る

─
朴
香
樹

応
え
ら
れ
な
か
っ
た
叔
父
か
ら
の
手
紙

─
辛
淑
玉

お
わ
り
に  
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は
じ
め
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敗
戦
後
の
在
日
朝
鮮
人
の
帰
還

敗
戦
直
後
の
帰
還
ラ
ッ
シ
ュ

　
１
９
１
０
年
に
日
本
が
朝
鮮
を
併
合
し
た
後
、
日
本
へ
渡
航
す
る
朝
鮮
人
が
年
を
追
っ
て
増
え
て
い
っ
た
。

多
く
は
貧
し
い
農
村
に
暮
ら
し
て
い
た
人
た
ち
で
、
日
本
の
労
働
力
需
要
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
形
で
渡
航
す
る

場
合
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
日
本
に
生
活
基
盤
が
で
き
始
め
る
と
、
故
郷
の
家
族
や
知
人
を
呼
び
寄
せ
た
り
、

婚
姻
し
て
日
本
で
家
庭
を
築
い
た
り
す
る
人
が
増
え
る
。
内
務
省
統
計
に
よ
る
と
、
11
年
に
２
５
２
７
人
だ
っ

た
在
日
朝
鮮
人
人
口
は
、
30
年
に
29
万
８
０
９
１
人
、
35
年
に
は
62
万
５
６
７
８
人
に
及
ん
だ＊

１

。

　
産
業
拠
点
の
あ
る
都
市
部
や
炭
鉱
、
鉱
山
、
大
小
の
土
木
建
設
工
事
現
場
が
主
な
働
き
口
に
な
り
、
大
阪
や

東
京
、
兵
庫
、
愛
知
、
京
都
、
神
奈
川
、
福
岡
、
山
口
な
ど
と
そ
の
周
辺
に
朝
鮮
人
の
多
住
地
域
が
形
成
さ
れ

た
。
日
本
に
近
い
慶キ

ヨ
ン

尚サ
ン

道ド

、
済チ
エ

州ジ
ユ

島ド

、
全チ
ヨ
ル羅ラ

道ド

、
忠チ
ユ
ン

清チ
ヨ
ン道ド

の
出
身
者
が
大
部
分
で
、
そ
れ
は
現
在
の
在
日
朝

金
奎
錫

エ
ピ
ロ
ー
グ
　
残
さ
れ
た
在
日
家
族
の
苦
悩  

 

489

家
族
10
人
を
ひ
と
り
で
60
年
支
え
続
け
た

─
林
恩
善

脱
北
民
に
寄
り
添
い
、
声
を
届
け
る

─
朴
香
樹

応
え
ら
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た
叔
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か
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手
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─
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鮮
人
の
出
身
地
構
成
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
よ
っ
て
、
１
９
３
０
年
代
後
半
か
ら
日
本
の
戦
時
体
制
が
拡
大
し
、
38
年
５
月
に
国

家
総
動
員
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
朝
鮮
人
も
そ
こ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
と
り
わ
け
41
年
の
米
国
と
の
開
戦

以
降
、
日
本
人
の
成
年
男
子
が
続
々
戦
地
に
送
ら
れ
て
労
働
力
が
逼ひ

つ

迫ぱ
く

す
る
に
伴
い
、
労
務
に
徴
用
さ
れ
る
朝

鮮
人
が
急
増
し
て
い
っ
た
。
軍
人
・
軍
属
と
し
て
日
本
本
土
と
ア
ジ
ア
各
地
に
送
ら
れ
る
人
も
増
大
し
た
。

　
１
９
４
５
年
８
月
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
っ
て
帝
国
日
本
の
解
体
が
決
ま
っ
た
。
敗
戦
時
、
日
本
国

内
に
い
た
朝
鮮
人
は
約
２
０
０
万
人
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
約
１
４
０
万
人
は
、
敗
戦
か
ら
１
年

余
り
の
間
に
故
郷
の
朝
鮮
に
引
き
揚
げ
た
。
主
に
「
戦
時
動
員
労
働
者
」
約
30
万
人
と
軍
人
・
軍
属
約
10
万
人
、

さ
ら
に
、
戦
後
の
混
乱
下
で
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
、
在
日
生
活
の
基
盤
の
弱
い
人
た
ち
が
帰
郷
の
途
に
つ
い
た＊

２

。

　
こ
の
１
４
０
万
人
に
及
ぶ
朝
鮮
へ
の
帰
還
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
政
府
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
）
に
よ
る
計
画
帰
還
で
、
福
岡
県
な
ど
地
方
自
治
体
独
自
の
配
船
や
、
朝
鮮
人
自
身
が
漁
船

な
ど
を
工
面
し
て
帰
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
敗
戦
時
に
朝
鮮
に
い
た
約
70
万
人
の
日
本
人

の
引
き
揚
げ
と
も
関
連
し
て
い
た
。
釜プ

山サ
ン

な
ど
か
ら
日
本
に
引
き
揚
げ
て
来
る
大
小
の
船
の
復
路
に
、
朝
鮮
人

が
乗
っ
た
の
で
あ
る
。

　
１
９
４
５
年
10
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
（
朝
鮮
人
連
盟
、
朝
連
）
は
、
同
胞
の
帰
還
の

た
め
積
極
的
に
活
動
し
た
。
徴
用
工
を
働
か
せ
て
い
た
企
業
に
対
し
、
未
払
い
賃
金
の
支
払
い
や
朝
鮮
帰
還
旅

費
の
支
給
交
渉
も
行
な
っ
て
い
る
。

　
敗
戦
直
後
の
帰
還
ラ
ッ
シ
ュ
の
中
で
、
北
部
朝
鮮
に
向
か
う
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
―
米
軍
政
当
局
に
よ
る
北
部
朝
鮮
へ
の
計
画
帰
還
の
希
望
登
録
は
、
１
９
４
６
年
３
月
時
点
で
９
７
０

１
人
。
米
ソ
間
の
協
定
に
基
づ
い
て
、
47
年
３
月
と
６
月
の
２
回
、
北
部
朝
鮮
へ
の
日
本
政
府
負
担
に
よ
る
公

式
帰
還
が
実
施
さ
れ
た
が
、
佐
世
保
か
ら
興フ

ン

南ナ
ム

に
向
か
う
船
に
乗
っ
た
の
は
わ
ず
か
３
５
１
人
だ
っ
た
。
在
日

朝
鮮
人
の
う
ち
、
北
部
朝
鮮
出
身
者
は
約
２
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
日
米
当
局
の
想
定
を
は
る
か
に

下
回
る
少
な
さ
だ
っ
た＊

３

。
一
度
南
部
朝
鮮
に
渡
っ
た
後
、
北
部
に
向
か
っ
た
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
も
い
わ

れ
る
が
実
態
は
不
明
だ
。
ソ
連
占
領
下
に
あ
っ
た
北
部
朝
鮮
で
は
、
北
朝
鮮
政
権
成
立
前
か
ら
、
富
裕
層
か
ら

土
地
や
財
産
を
没
収
す
る
な
ど
社
会
主
義
的
な
施
策
が
始
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
影
響
で
南
部
朝
鮮
に
逃
れ
て
く

る
人
が
続
出
し
て
い
た
。
そ
う
い
う
情
報
に
接
し
た
在
日
朝
鮮
人
の
中
に
、
北
部
へ
の
帰
郷
を
躊ち

ゆ
う

躇ち
よ

、
保
留

し
た
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
朝
鮮
半
島
は
北
緯
38
度
線
を
境
に
、
米
ソ
に
よ
る
分
割
統
治
が
日
に
日
に
強
ま
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
在
日
朝

鮮
人
の
故
郷
で
あ
る
南
部
朝
鮮
で
は
、
左
右
の
政
治
勢
力
の
対
立
や
経
済
悪
化
、
伝
染
病
の
流
行
な
ど
で
社
会

混
乱
が
深
ま
っ
て
い
た
。
一
度
帰
還
し
た
後
に
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
再
び
日
本
に
舞
い
戻
る
人
も
い
た
。
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鮮
人
の
出
身
地
構
成
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
よ
っ
て
、
１
９
３
０
年
代
後
半
か
ら
日
本
の
戦
時
体
制
が
拡
大
し
、
38
年
５
月
に
国

家
総
動
員
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
朝
鮮
人
も
そ
こ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
と
り
わ
け
41
年
の
米
国
と
の
開
戦

以
降
、
日
本
人
の
成
年
男
子
が
続
々
戦
地
に
送
ら
れ
て
労
働
力
が
逼ひ

つ

迫ぱ
く

す
る
に
伴
い
、
労
務
に
徴
用
さ
れ
る
朝

鮮
人
が
急
増
し
て
い
っ
た
。
軍
人
・
軍
属
と
し
て
日
本
本
土
と
ア
ジ
ア
各
地
に
送
ら
れ
る
人
も
増
大
し
た
。

　
１
９
４
５
年
８
月
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
っ
て
帝
国
日
本
の
解
体
が
決
ま
っ
た
。
敗
戦
時
、
日
本
国

内
に
い
た
朝
鮮
人
は
約
２
０
０
万
人
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
約
１
４
０
万
人
は
、
敗
戦
か
ら
１
年

余
り
の
間
に
故
郷
の
朝
鮮
に
引
き
揚
げ
た
。
主
に
「
戦
時
動
員
労
働
者
」
約
30
万
人
と
軍
人
・
軍
属
約
10
万
人
、

さ
ら
に
、
戦
後
の
混
乱
下
で
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
、
在
日
生
活
の
基
盤
の
弱
い
人
た
ち
が
帰
郷
の
途
に
つ
い
た＊

２

。

　
こ
の
１
４
０
万
人
に
及
ぶ
朝
鮮
へ
の
帰
還
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
政
府
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
）
に
よ
る
計
画
帰
還
で
、
福
岡
県
な
ど
地
方
自
治
体
独
自
の
配
船
や
、
朝
鮮
人
自
身
が
漁
船

な
ど
を
工
面
し
て
帰
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
敗
戦
時
に
朝
鮮
に
い
た
約
70
万
人
の
日
本
人

の
引
き
揚
げ
と
も
関
連
し
て
い
た
。
釜プ

山サ
ン

な
ど
か
ら
日
本
に
引
き
揚
げ
て
来
る
大
小
の
船
の
復
路
に
、
朝
鮮
人

が
乗
っ
た
の
で
あ
る
。

　
１
９
４
５
年
10
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
（
朝
鮮
人
連
盟
、
朝
連
）
は
、
同
胞
の
帰
還
の

た
め
積
極
的
に
活
動
し
た
。
徴
用
工
を
働
か
せ
て
い
た
企
業
に
対
し
、
未
払
い
賃
金
の
支
払
い
や
朝
鮮
帰
還
旅

費
の
支
給
交
渉
も
行
な
っ
て
い
る
。

　
敗
戦
直
後
の
帰
還
ラ
ッ
シ
ュ
の
中
で
、
北
部
朝
鮮
に
向
か
う
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
―
米
軍
政
当
局
に
よ
る
北
部
朝
鮮
へ
の
計
画
帰
還
の
希
望
登
録
は
、
１
９
４
６
年
３
月
時
点
で
９
７
０

１
人
。
米
ソ
間
の
協
定
に
基
づ
い
て
、
47
年
３
月
と
６
月
の
２
回
、
北
部
朝
鮮
へ
の
日
本
政
府
負
担
に
よ
る
公

式
帰
還
が
実
施
さ
れ
た
が
、
佐
世
保
か
ら
興フ

ン

南ナ
ム

に
向
か
う
船
に
乗
っ
た
の
は
わ
ず
か
３
５
１
人
だ
っ
た
。
在
日

朝
鮮
人
の
う
ち
、
北
部
朝
鮮
出
身
者
は
約
２
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
日
米
当
局
の
想
定
を
は
る
か
に

下
回
る
少
な
さ
だ
っ
た＊

３

。
一
度
南
部
朝
鮮
に
渡
っ
た
後
、
北
部
に
向
か
っ
た
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
も
い
わ

れ
る
が
実
態
は
不
明
だ
。
ソ
連
占
領
下
に
あ
っ
た
北
部
朝
鮮
で
は
、
北
朝
鮮
政
権
成
立
前
か
ら
、
富
裕
層
か
ら

土
地
や
財
産
を
没
収
す
る
な
ど
社
会
主
義
的
な
施
策
が
始
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
影
響
で
南
部
朝
鮮
に
逃
れ
て
く

る
人
が
続
出
し
て
い
た
。
そ
う
い
う
情
報
に
接
し
た
在
日
朝
鮮
人
の
中
に
、
北
部
へ
の
帰
郷
を
躊ち

ゆ
う

躇ち
よ

、
保
留

し
た
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
朝
鮮
半
島
は
北
緯
38
度
線
を
境
に
、
米
ソ
に
よ
る
分
割
統
治
が
日
に
日
に
強
ま
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
在
日
朝

鮮
人
の
故
郷
で
あ
る
南
部
朝
鮮
で
は
、
左
右
の
政
治
勢
力
の
対
立
や
経
済
悪
化
、
伝
染
病
の
流
行
な
ど
で
社
会

混
乱
が
深
ま
っ
て
い
た
。
一
度
帰
還
し
た
後
に
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
再
び
日
本
に
舞
い
戻
る
人
も
い
た
。
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「
皇
国
臣
民
」
か
ら
一
転
、
日
本
国
籍
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
在
日

　
日
本
当
局
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
承
認
を
得
な
が
ら
、「
元
日
本
人
」
た
る
朝
鮮
人
の
処
遇
に
お
い
て
「
外
国
人
化
」

を
図
る
。
１
９
４
５
年
12
月
に
は
、
ま
が
り
な
り
に
も
戦
前
に
内
地
居
住
の
朝
鮮
人
が
持
っ
て
い
た
国
政
参
政

権
を
、「
戸
籍
条
項
」
を
設
け
て
停
止
し
た
。
続
い
て
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
前
日
で
あ
る
47
年
５
月
２
日
に
、

最
後
の
勅
令
と
し
て
「
外
国
人
登
録
令
」
を
公
布
し
、
在
日
朝
鮮
人
、
台
湾
人
を
「
当
分
の
間
外
国
人
と
み
な

す
」
と
し
た
。
こ
の
法
令
に
は
、
外
国
人
登
録
の
義
務
化
と
退
去
強
制
処
分
の
規
定
が
設
け
ら
れ
、
の
ち
の
日

本
の
外
国
人
管
理
政
策
の
原
型
と
な
っ
た
。
朝
鮮
人
連
盟
は
「
在
日
朝
鮮
人
の
形
成
過
程
を
無
視
し
、
事
実
上
、

朝
鮮
人
を
対
象
と
す
る
追
放
立
法
、
管
理
立
法
で
あ
る
」
と
し
て
反
対
運
動
を
繰
り
広
げ
た
が
、
最
後
は
容
認

に
転
じ
、
初
め
て
朝
鮮
人
が
外
国
人
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
47
年
末
の
登
録
者
数
は
59
万
８
５
０
７
名
で
あ
っ

た
。

　
１
９
５
２
年
４
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
に
際
し
て
、
日
本
政
府
は
法
務
府
民
事
局
長
名
の

通
達
を
発
し
、
旧
植
民
地
出
身
者
は
外
国
人
と
さ
れ
、
日
本
国
籍
を
喪
失
し
た
。
当
事
者
た
る
在
日
朝
鮮
人
、

台
湾
人
に
は
、
国
籍
を
選
択
す
る
機
会
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
戦
前
、「
皇
国
臣
民
」
と
し
て
日
本
の
統
治
体
制
、
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
在
日
朝
鮮
人
は
、
植
民
地

支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
や
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
日
本
人
」
の
埒ら

ち

外が
い

に
放
り
出
さ
れ
、
外
国
人
と
し
て
管
理
対

象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

朝
鮮
戦
争
勃
発
と
在
日
の
分
断

　
１
９
４
８
年
８
月
15
日
に
大
韓
民
国
（
韓
国
）
が
、
９
月
９
日
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
が

樹
立
さ
れ
る
。
50
年
６
月
25
日
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
在
日
朝
鮮
人
の
間
で
も
激
し
い
対
立
が
生
じ
た
。

朝
鮮
人
連
盟
は
建
国
後
か
ら
北
朝
鮮
支
持
を
鮮
明
に
し
た
。
反
朝
連
の
団
体
を
糾
合
し
て
46
年
10
月
に
結
成
さ

れ
た
在
日
本
朝
鮮
居
留
民
団
（
民
団
）
は
韓
国
を
支
持
し
た
。
朝
連
は
朝
鮮
戦
争
勃
発
前
年
の
49
年
９
月
に
団

体
等
規
制
令
で
強
制
解
散
さ
せ
ら
れ
、
51
年
１
月
に
実
質
的
な
後
継
団
体
と
し
て
結
成
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
統
一

民
主
戦
線
（
民
戦
）
は
、
日
本
共
産
党
の
指
導
を
受
け
つ
つ
、
北
朝
鮮
を
祖
国
と
し
て
防
衛
す
る
と
唱
え
て
過

激
な
反
米
闘
争
を
展
開
し
た
。

　
北
朝
鮮
政
府
は
１
９
４
８
年
の
建
国
以
来
、
在
日
朝
鮮
人
を
自
国
の
公
民
と
位
置
づ
け
て
い
た
が
、
民
戦
に

対
し
、
共
産
党
の
指
導
を
離
れ
て
朝
鮮
労
働
党
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
方
針
転
換
を
促
し
、
55
年
５
月
に
在
日

本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
（
朝
鮮
総
聯
、
総
聯
）
の
結
成
に
至
る
。
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「
皇
国
臣
民
」
か
ら
一
転
、
日
本
国
籍
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
在
日

　
日
本
当
局
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
承
認
を
得
な
が
ら
、「
元
日
本
人
」
た
る
朝
鮮
人
の
処
遇
に
お
い
て
「
外
国
人
化
」

を
図
る
。
１
９
４
５
年
12
月
に
は
、
ま
が
り
な
り
に
も
戦
前
に
内
地
居
住
の
朝
鮮
人
が
持
っ
て
い
た
国
政
参
政

権
を
、「
戸
籍
条
項
」
を
設
け
て
停
止
し
た
。
続
い
て
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
前
日
で
あ
る
47
年
５
月
２
日
に
、

最
後
の
勅
令
と
し
て
「
外
国
人
登
録
令
」
を
公
布
し
、
在
日
朝
鮮
人
、
台
湾
人
を
「
当
分
の
間
外
国
人
と
み
な

す
」
と
し
た
。
こ
の
法
令
に
は
、
外
国
人
登
録
の
義
務
化
と
退
去
強
制
処
分
の
規
定
が
設
け
ら
れ
、
の
ち
の
日

本
の
外
国
人
管
理
政
策
の
原
型
と
な
っ
た
。
朝
鮮
人
連
盟
は
「
在
日
朝
鮮
人
の
形
成
過
程
を
無
視
し
、
事
実
上
、

朝
鮮
人
を
対
象
と
す
る
追
放
立
法
、
管
理
立
法
で
あ
る
」
と
し
て
反
対
運
動
を
繰
り
広
げ
た
が
、
最
後
は
容
認

に
転
じ
、
初
め
て
朝
鮮
人
が
外
国
人
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
47
年
末
の
登
録
者
数
は
59
万
８
５
０
７
名
で
あ
っ

た
。

　
１
９
５
２
年
４
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
に
際
し
て
、
日
本
政
府
は
法
務
府
民
事
局
長
名
の

通
達
を
発
し
、
旧
植
民
地
出
身
者
は
外
国
人
と
さ
れ
、
日
本
国
籍
を
喪
失
し
た
。
当
事
者
た
る
在
日
朝
鮮
人
、

台
湾
人
に
は
、
国
籍
を
選
択
す
る
機
会
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
戦
前
、「
皇
国
臣
民
」
と
し
て
日
本
の
統
治
体
制
、
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
在
日
朝
鮮
人
は
、
植
民
地

支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
や
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
日
本
人
」
の
埒ら
ち

外が
い

に
放
り
出
さ
れ
、
外
国
人
と
し
て
管
理
対

象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

朝
鮮
戦
争
勃
発
と
在
日
の
分
断

　
１
９
４
８
年
８
月
15
日
に
大
韓
民
国
（
韓
国
）
が
、
９
月
９
日
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
が

樹
立
さ
れ
る
。
50
年
６
月
25
日
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
在
日
朝
鮮
人
の
間
で
も
激
し
い
対
立
が
生
じ
た
。

朝
鮮
人
連
盟
は
建
国
後
か
ら
北
朝
鮮
支
持
を
鮮
明
に
し
た
。
反
朝
連
の
団
体
を
糾
合
し
て
46
年
10
月
に
結
成
さ

れ
た
在
日
本
朝
鮮
居
留
民
団
（
民
団
）
は
韓
国
を
支
持
し
た
。
朝
連
は
朝
鮮
戦
争
勃
発
前
年
の
49
年
９
月
に
団

体
等
規
制
令
で
強
制
解
散
さ
せ
ら
れ
、
51
年
１
月
に
実
質
的
な
後
継
団
体
と
し
て
結
成
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
統
一

民
主
戦
線
（
民
戦
）
は
、
日
本
共
産
党
の
指
導
を
受
け
つ
つ
、
北
朝
鮮
を
祖
国
と
し
て
防
衛
す
る
と
唱
え
て
過

激
な
反
米
闘
争
を
展
開
し
た
。

　
北
朝
鮮
政
府
は
１
９
４
８
年
の
建
国
以
来
、
在
日
朝
鮮
人
を
自
国
の
公
民
と
位
置
づ
け
て
い
た
が
、
民
戦
に

対
し
、
共
産
党
の
指
導
を
離
れ
て
朝
鮮
労
働
党
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
方
針
転
換
を
促
し
、
55
年
５
月
に
在
日

本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
（
朝
鮮
総
聯
、
総
聯
）
の
結
成
に
至
る
。
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２
　
北
朝
鮮
帰
国
事
業
の
概
要

　
朝
鮮
総
聯
が
結
成
さ
れ
た
後
、
北
朝
鮮
政
府
は
た
び
た
び
在
日
朝
鮮
人
の
帰
国
受
け
入
れ
を
表
明
し
、
こ
れ

に
呼
応
し
た
総
聯
と
共
に
帰
国
運
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
く
。
そ
れ
は
１
９
５
９
年
に
日
朝
赤
十
字
を
主
体
と

し
た
帰
国
事
業
と
し
て
実
現
す
る
（
日
本
側
は
「
帰
還
協
定
」「
帰
還
事
業
」
と
称
し
た
が
、
本
書
で
は
帰
国
協
定
、
帰

国
事
業
と
す
る
）。
84
年
に
事
業
が
終
了
す
る
ま
で
、
日
本
人
家
族
を
含
め
て
９
万
３
３
４
０
人
が
北
朝
鮮
に
帰

国
し
た
。
60
年
の
統
計
を
基
準
に
す
れ
ば
、
在
日
朝
鮮
人
人
口
の
約
16
％
、
つ
ま
り
６
・
５
人
に
１
人
に
及
ぶ

民
族
大
移
動
と
な
っ
た
。
前
述
し
た
と
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
在
日
朝
鮮
人
の
出
身
地
は
南
部
朝
鮮
で
あ
り
、
そ

れ
は
約
98
％
に
及
ぶ
。
同
じ
朝
鮮
で
あ
っ
て
も
、
故
郷
で
は
な
い
社
会
主
義
の
北
朝
鮮
を
選
ん
で
帰
国
し
た
と

こ
ろ
に
、
こ
の
事
業
の
性
格
が
現
れ
て
い
る
。

北
朝
鮮
の
思
惑

　
社
会
主
義
国
家
の
建
設
を
推
し
進
め
る
北
朝
鮮
に
は
、
韓
国
、
日
本
、
そ
し
て
世
界
に
社
会
主
義
の
優
位
性

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
。
韓
国
に
亡
命
し
た
元
朝
鮮
労
働
党
書
記
の
黄フ

ア
ン

長ジ
ヤ
ン

燁ヨ
プ

は
「
韓
国
に

対
す
る
北
朝
鮮
の
優
越
性
を
示
す
宣
伝
と
し
て
利
用
し
た
」
と
述
べ
て
い
る＊

４

。
ソ
連
、
中
国
、
東
欧
な
ど
社
会

主
義
陣
営
で
の
北
朝
鮮
の
地
位
を
高
め
、
北
朝
鮮
主
導
の
統
一
へ
の
協
力
を
求
め
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
帰
国
運
動
は
、
冷
戦
対
立
の
中
で
、
日
本
を
韓
国
、
米
国
か
ら
引
き
離
そ
う
と
す
る
北
朝
鮮
政
府
の
対
日
政
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１９６１年５月１９日に出港した第５９次船。小島晴則撮影

２
　
北
朝
鮮
帰
国
事
業
の
概
要

　
朝
鮮
総
聯
が
結
成
さ
れ
た
後
、
北
朝
鮮
政
府
は
た
び
た
び
在
日
朝
鮮
人
の
帰
国
受
け
入
れ
を
表
明
し
、
こ
れ

に
呼
応
し
た
総
聯
と
共
に
帰
国
運
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
く
。
そ
れ
は
１
９
５
９
年
に
日
朝
赤
十
字
を
主
体
と

し
た
帰
国
事
業
と
し
て
実
現
す
る
（
日
本
側
は
「
帰
還
協
定
」「
帰
還
事
業
」
と
称
し
た
が
、
本
書
で
は
帰
国
協
定
、
帰

国
事
業
と
す
る
）。
84
年
に
事
業
が
終
了
す
る
ま
で
、
日
本
人
家
族
を
含
め
て
９
万
３
３
４
０
人
が
北
朝
鮮
に
帰

国
し
た
。
60
年
の
統
計
を
基
準
に
す
れ
ば
、
在
日
朝
鮮
人
人
口
の
約
16
％
、
つ
ま
り
６
・
５
人
に
１
人
に
及
ぶ

民
族
大
移
動
と
な
っ
た
。
前
述
し
た
と
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
在
日
朝
鮮
人
の
出
身
地
は
南
部
朝
鮮
で
あ
り
、
そ

れ
は
約
98
％
に
及
ぶ
。
同
じ
朝
鮮
で
あ
っ
て
も
、
故
郷
で
は
な
い
社
会
主
義
の
北
朝
鮮
を
選
ん
で
帰
国
し
た
と

こ
ろ
に
、
こ
の
事
業
の
性
格
が
現
れ
て
い
る
。

北
朝
鮮
の
思
惑

　
社
会
主
義
国
家
の
建
設
を
推
し
進
め
る
北
朝
鮮
に
は
、
韓
国
、
日
本
、
そ
し
て
世
界
に
社
会
主
義
の
優
位
性

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
。
韓
国
に
亡
命
し
た
元
朝
鮮
労
働
党
書
記
の
黄フ

ア
ン

長ジ
ヤ
ン

燁ヨ
プ

は
「
韓
国
に

対
す
る
北
朝
鮮
の
優
越
性
を
示
す
宣
伝
と
し
て
利
用
し
た
」
と
述
べ
て
い
る＊
４

。
ソ
連
、
中
国
、
東
欧
な
ど
社
会

主
義
陣
営
で
の
北
朝
鮮
の
地
位
を
高
め
、
北
朝
鮮
主
導
の
統
一
へ
の
協
力
を
求
め
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
帰
国
運
動
は
、
冷
戦
対
立
の
中
で
、
日
本
を
韓
国
、
米
国
か
ら
引
き
離
そ
う
と
す
る
北
朝
鮮
政
府
の
対
日
政

策
と
も
連
動
し
て
い
た
。
１
９
５
５
年
２
月
、
北
朝
鮮
の
外
相
・
南ナ

ム

日イ
ル

は
、
日
本
へ
国
交
正
常
化
を
呼
び
か
け
る
声
明
を
発
表
。
同
年
５
月
に

朝
鮮
総
聯
が
結
成
さ
れ
る
と
、
日
本
の
革
新
勢
力
と
連
携
し
な
が
ら
対

日
外
交
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
北
朝
鮮
は
朝
鮮
総
聯
へ
の
関

与
と
統
制
を
深
め
、
帰
国
運
動
を
推
進
す
る
過
程
で
、
在
日
朝
鮮
人
の

間
で
朝
鮮
総
聯
の
組
織
化
、
勢
力
拡
大
が
進
ん
で
い
っ
た
。

　
な
お
、
朝
鮮
戦
争
で
失
わ
れ
た
労
働
力
の
量
的
な
確
保
が
北
朝
鮮
の

主
目
的
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
示
す
文
献

は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
不
足
す
る
技
術
者
と
企
業
家
の
帰
国
誘
致

策
を
打
ち
出
し
厚
遇
し
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
る＊

５

。
本
書
で
も
、
生

産
現
場
を
指
導
で
き
る
幹
部
、
技
術
者
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
帰
国

し
た
在
日
の
技
術
者
が
重
宝
さ
れ
た
と
い
う
旨
の
証
言
を
紹
介
し
て
い

る
。
金キ

ム

日イ
ル

成ソ
ン

政
権
は
、
在
日
朝
鮮
人
の
帰
国
と
時
を
近
く
し
て
中
国
の

27　　はじめに 26
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朝
鮮
人
、
ソ
連
の
サ
ハ
リ
ン
の
朝
鮮
人
の
帰
国
を
推
進
し
て
い
る
が
、
労
働
力
と
技
術
者
両
方
の
確
保
が
目
的

だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

日
本
社
会
で
疎
外
さ
れ
た
在
日

　
１
９
５
０
〜
60
年
代
の
日
本
社
会
に
、
在
日
朝
鮮
人
を
帰
国
に
押
し
出
す
要
因
＝
生
き
づ
ら
さ
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
前
述
し
た
と
お
り
、
日
本
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
は
、
本
人
の
意
思
確
認
の
機
会
も
選
択
の
余
地
も
与
え
ら
れ

な
い
ま
ま
、
敗
戦
後
は
一
方
的
に
外
国
人
と
さ
れ
、
日
本
で
の
暮
ら
し
が
不
安
定
に
な
っ
た
。
法
的
地
位
は
も

ち
ろ
ん
、
国
籍
条
項
に
よ
る
制
度
的
排
除
が
新
た
に
い
く
つ
も
生
ま
れ
た
。
１
９
５
８
年
に
法
整
備
さ
れ
た
国

民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
に
は
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
（
生
活
保
護
は
外
国
人
に
は
原
則
適
用
さ
れ
な

か
っ
た
が
、「
当
分
の
間
」
こ
れ
を
認
め
る
と
い
う
運
用
に
よ
っ
て
支
給
を
受
け
た
）、
公
務
員
職
や
国
鉄
、
郵
便
局
な
ど

の
公
的
機
関
に
も
就
職
で
き
な
か
っ
た
。
公
営
住
宅
の
入
居
か
ら
も
排
除
さ
れ
て
い
た
。

　
朝
鮮
人
に
対
す
る
蔑
み
、
差
別
の
視
線
は
強
く
、
在
日
朝
鮮
人
を
雇
う
民
間
企
業
は
少
な
か
っ
た
。
旧
植
民

地
出
身
の
朝
鮮
人
へ
の
関
心
は
低
く
、
共
生
し
て
い
こ
う
と
い
う
社
会
意
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
社
会
を
構
成

す
る
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
日
本
で
の
暮
ら
し
に
展
望
が
持
て
な
い
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
下
で
、
多
く
の
在
日
朝
鮮
人
は
貧
困
に
喘あ

え

い
で
い
た
。
１
９
５
５
年
に
外
国
人
登
録
さ
れ
た

在
日
朝
鮮
人
数
は
57
万
７
６
８
２
人
だ
が
、
国
勢
調
査
で
は
15
歳
以
上
で
就
労
し
て
い
る
人
は
14
万
６
３
８
１

人
に
過
ぎ
な
い
。
56
年
か
ら
59
年
の
朝
鮮
人
の
生
活
保
護
人
員
数
は
ず
っ
と
８
万
人
台
で
、
人
口
の
13
〜
15
％

で
推
移
し
て
い
た
。
日
本
人
の
そ
れ
は
１
・
７
〜
２
％
だ
っ
た
の
で
約
７
倍
も
多
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た

貧
困
と
環
境
が
反
映
し
て
在
日
朝
鮮
人
の
犯
罪
率
は
日
本
人
よ
り
約
６
倍
も
高
か
っ
た
（
59
年＊
６
）。
ま
た
50
年

代
前
半
、
武
装
闘
争
を
含
む
共
産
党
の
過
激
路
線
の
も
と
で
民
戦
も
反
政
府
、
反
米
闘
争
の
一
翼
を
担
っ
た
こ

と
で
、
日
本
社
会
に
「
朝
鮮
人
は
怖
い
」「
過
激
分
子
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
日
本
社
会
と
体
制
の
一
角
に
は
、
在
日
朝
鮮
人
は
治
安
上
、
財
政
上
の
負
担
だ
と
し
て
、
厄
介
払
い
の
た
め

に
帰
国
さ
せ
よ
う
と
い
う
主
張
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
１
９
５
０
年
代
の
国
会
に
お
け
る
大
臣
の
答
弁
や
、
新
聞

の
論
調
の
中
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る＊

７

。

北
朝
鮮
政
府
と
朝
鮮
総
聯
に
よ
る
宣
伝
、
惹じ
や
つ句く

　
社
会
の
下
層
に
留
め
置
か
れ
た
多
く
の
在
日
朝
鮮
人
に
と
っ
て
、
朝
鮮
総
聯
は
、
権
利
擁
護
の
た
め
に
闘
い
、

金
融
機
関
を
つ
く
る
な
ど
互
助
組
織
と
し
て
同
胞
の
暮
ら
し
を
助
け
、
民
族
教
育
の
場
を
維
持
し
て
く
れ
る
頼

も
し
い
組
織
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
亡
国
の
民
と
し
て
辛
酸
を
嘗な

め
た
経
験
か
ら
、
社
会
主
義
を
掲
げ
る
北
朝
鮮

を
祖
国
と
し
て
心
の
拠よ

り
所ど
こ
ろと
捉
え
る
人
も
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
金
日
成
政
権
が
１
９
５
７
年
に
教
育
援
助
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朝
鮮
人
、
ソ
連
の
サ
ハ
リ
ン
の
朝
鮮
人
の
帰
国
を
推
進
し
て
い
る
が
、
労
働
力
と
技
術
者
両
方
の
確
保
が
目
的

だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

日
本
社
会
で
疎
外
さ
れ
た
在
日

　
１
９
５
０
〜
60
年
代
の
日
本
社
会
に
、
在
日
朝
鮮
人
を
帰
国
に
押
し
出
す
要
因
＝
生
き
づ
ら
さ
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
前
述
し
た
と
お
り
、
日
本
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
は
、
本
人
の
意
思
確
認
の
機
会
も
選
択
の
余
地
も
与
え
ら
れ

な
い
ま
ま
、
敗
戦
後
は
一
方
的
に
外
国
人
と
さ
れ
、
日
本
で
の
暮
ら
し
が
不
安
定
に
な
っ
た
。
法
的
地
位
は
も

ち
ろ
ん
、
国
籍
条
項
に
よ
る
制
度
的
排
除
が
新
た
に
い
く
つ
も
生
ま
れ
た
。
１
９
５
８
年
に
法
整
備
さ
れ
た
国

民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
に
は
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
（
生
活
保
護
は
外
国
人
に
は
原
則
適
用
さ
れ
な

か
っ
た
が
、「
当
分
の
間
」
こ
れ
を
認
め
る
と
い
う
運
用
に
よ
っ
て
支
給
を
受
け
た
）、
公
務
員
職
や
国
鉄
、
郵
便
局
な
ど

の
公
的
機
関
に
も
就
職
で
き
な
か
っ
た
。
公
営
住
宅
の
入
居
か
ら
も
排
除
さ
れ
て
い
た
。

　
朝
鮮
人
に
対
す
る
蔑
み
、
差
別
の
視
線
は
強
く
、
在
日
朝
鮮
人
を
雇
う
民
間
企
業
は
少
な
か
っ
た
。
旧
植
民

地
出
身
の
朝
鮮
人
へ
の
関
心
は
低
く
、
共
生
し
て
い
こ
う
と
い
う
社
会
意
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
社
会
を
構
成

す
る
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
日
本
で
の
暮
ら
し
に
展
望
が
持
て
な
い
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
下
で
、
多
く
の
在
日
朝
鮮
人
は
貧
困
に
喘あ

え

い
で
い
た
。
１
９
５
５
年
に
外
国
人
登
録
さ
れ
た

在
日
朝
鮮
人
数
は
57
万
７
６
８
２
人
だ
が
、
国
勢
調
査
で
は
15
歳
以
上
で
就
労
し
て
い
る
人
は
14
万
６
３
８
１

人
に
過
ぎ
な
い
。
56
年
か
ら
59
年
の
朝
鮮
人
の
生
活
保
護
人
員
数
は
ず
っ
と
８
万
人
台
で
、
人
口
の
13
〜
15
％

で
推
移
し
て
い
た
。
日
本
人
の
そ
れ
は
１
・
７
〜
２
％
だ
っ
た
の
で
約
７
倍
も
多
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た

貧
困
と
環
境
が
反
映
し
て
在
日
朝
鮮
人
の
犯
罪
率
は
日
本
人
よ
り
約
６
倍
も
高
か
っ
た
（
59
年＊
６
）。
ま
た
50
年

代
前
半
、
武
装
闘
争
を
含
む
共
産
党
の
過
激
路
線
の
も
と
で
民
戦
も
反
政
府
、
反
米
闘
争
の
一
翼
を
担
っ
た
こ

と
で
、
日
本
社
会
に
「
朝
鮮
人
は
怖
い
」「
過
激
分
子
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
日
本
社
会
と
体
制
の
一
角
に
は
、
在
日
朝
鮮
人
は
治
安
上
、
財
政
上
の
負
担
だ
と
し
て
、
厄
介
払
い
の
た
め

に
帰
国
さ
せ
よ
う
と
い
う
主
張
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
１
９
５
０
年
代
の
国
会
に
お
け
る
大
臣
の
答
弁
や
、
新
聞

の
論
調
の
中
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る＊

７

。

北
朝
鮮
政
府
と
朝
鮮
総
聯
に
よ
る
宣
伝
、
惹じ
や
つ句く

　
社
会
の
下
層
に
留
め
置
か
れ
た
多
く
の
在
日
朝
鮮
人
に
と
っ
て
、
朝
鮮
総
聯
は
、
権
利
擁
護
の
た
め
に
闘
い
、

金
融
機
関
を
つ
く
る
な
ど
互
助
組
織
と
し
て
同
胞
の
暮
ら
し
を
助
け
、
民
族
教
育
の
場
を
維
持
し
て
く
れ
る
頼

も
し
い
組
織
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
亡
国
の
民
と
し
て
辛
酸
を
嘗な

め
た
経
験
か
ら
、
社
会
主
義
を
掲
げ
る
北
朝
鮮

を
祖
国
と
し
て
心
の
拠よ

り
所ど
こ
ろと
捉
え
る
人
も
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
金
日
成
政
権
が
１
９
５
７
年
に
教
育
援
助
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金
約
１
億
２
０
０
０
万
円
を
送
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
は
在
日
朝
鮮
人
に
心
を
砕
き
希
望
を
与
え
て
く

れ
る
存
在
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
同
時
期
の
李イ

承ス
ン

晩マ
ン

政
権
の
韓
国
が
、
経
済
的
困
窮
と
政
治
弾
圧
、
不
正
の

横
行
で
極
め
て
イ
メ
ー
ジ
が
悪
か
っ
た
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。

　
金
日
成
政
権
は
「
生
活
と
仕
事
と
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
」
と
し
て
帰
国
を
呼
び
か
け
、
朝
鮮
総
聯
は
そ

れ
に
呼
応
し
て
「
祖
国
に
帰
ろ
う
」
と
い
う
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
皆
が
平
等
で
、
食
べ
物
も
住
居

も
仕
事
も
あ
り
、
無
償
で
学
び
た
い
だ
け
学
べ
、
医
療
も
受
け
ら
れ
る

─
「
地
上
の
楽
園
」
と
い
う
宣
伝
に

よ
っ
て
、
10
万
人
近
い
在
日
朝
鮮
人
は
、
夢
と
希
望
と
、
そ
し
て
幻
想
を
抱
き
、
北
朝
鮮
に
惹ひ

か
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
誇
張
と
虚
偽
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
本
書
に
登
場
す
る
帰
国
者
た
ち
は
詳

細
に
証
言
し
て
い
る
。

３
　
聞
き
取
り
調
査
の
目
的

　
帰
国
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
際
政
治
や
日
朝
関
係
な
ど
の
観
点
か
ら
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き

た
。
だ
が
そ
こ
に
は
、
当
事
者
で
あ
る
帰
国
者
が
、
北
朝
鮮
に
渡
っ
た
後
に
ど
の
よ
う
な
生
を
送
っ
た
の
か
に

つ
い
て
の
言
及
は
僅
少
で
あ
る
。
体
系
的
な
記
録
作
業
や
研
究
は
あ
ま
り
な
く
、
在
日
朝
鮮
人
史
、
日
朝
関
係

史
の
中
に
刻
ま
れ
る
べ
き
重
要
事
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
頁
は
ほ
ぼ
空
白
の
ま
ま
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の

最
大
の
理
由
は
、
北
朝
鮮
が
極
度
に
閉
鎖
的
で
、
自
国
民
を
強
力
な
統
制
下
に
置
く
体
制
で
あ
り
、
た
と
え
北

朝
鮮
を
訪
問
し
て
も
、
帰
国
者
た
ち
と
の
自
由
な
接
触
や
調
査
、
取
材
が
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
早
く
も
１
９
６
０
年
の
前
半
に
は
、
物
資
や
食
糧
の
不
足
で
厳
し
い
窮
乏
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

手
紙
が
在
日
家
族
に
届
き
始
め
、
続
い
て
、
70
年
代
終
わ
り
に
始
ま
っ
た
在
日
家
族
の
祖
国
訪
問
に
よ
る
再
会

で
、
帰
国
者
た
ち
の
境
遇
の
一
端
が
漏
れ
伝
わ
っ
た
が
、
情
報
は
多
く
な
か
っ
た
。

　
北
朝
鮮
を
離
脱
し
て
日
本
や
韓
国
に
入
国
し
た
「
脱
北
帰
国
者
」
が
刊
行
し
た
手
記
や
聞
き
書
き
は
、
10
冊

を
超
え
る
。
ど
の
本
も
、
北
朝
鮮
で
の
生
活
に
つ
い
て
大
変
貴
重
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
綴つ

づ

ら
れ

て
い
る
個
人
の
体
験
が
帰
国
者
に
広
く
共
通
し
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
個
別
的
な
も
の
な
の
か
を
比
較
対

照
し
て
判
断
す
る
に
は
情
報
が
断
片
的
で
、「
帰
国
者
た
ち
の
生
き
様
（
あ
る
い
は
死
に
様
）」
と
し
て
理
解
す

る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
と
韓
国
に
住
む
帰
国
者
に
可
能
な
限
り
大
勢
会
っ
て
、
体
系
的
な
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
こ

と
に
し
た
。
最
終
的
に
、
50
人
に
長
時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
か
ら
一
族
が
渡
日
し
た
経
緯
、
北
朝
鮮
へ
の
帰
国
に
至
っ
た
理
由
、
清チ

ヨ
ン

津ジ
ン

港
に
降
り

立
っ
て
か
ら
18
〜
53
年
に
及
ん
だ
暮
ら
し
の
変
遷
、
そ
し
て
脱
北
に
至
る
ま
で
、
細
部
に
こ
だ
わ
っ
て
話
を
聞

か
せ
て
も
ら
っ
た
。
調
査
は
日
韓
に
ま
た
が
る
大
き
な
規
模
に
な
る
た
め
、
２
０
１
８
年
８
月
、
事
業
主
体
と

し
て
大
阪
に
非
営
利
の
一
般
社
団
法
人
「『
北
朝
鮮
帰
国
者
』
の
記
憶
を
記
録
す
る
会＊

８

」
を
発
足
さ
せ
た
。
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金
約
１
億
２
０
０
０
万
円
を
送
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
は
在
日
朝
鮮
人
に
心
を
砕
き
希
望
を
与
え
て
く

れ
る
存
在
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
同
時
期
の
李イ

承ス
ン

晩マ
ン

政
権
の
韓
国
が
、
経
済
的
困
窮
と
政
治
弾
圧
、
不
正
の

横
行
で
極
め
て
イ
メ
ー
ジ
が
悪
か
っ
た
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。

　
金
日
成
政
権
は
「
生
活
と
仕
事
と
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
」
と
し
て
帰
国
を
呼
び
か
け
、
朝
鮮
総
聯
は
そ

れ
に
呼
応
し
て
「
祖
国
に
帰
ろ
う
」
と
い
う
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
皆
が
平
等
で
、
食
べ
物
も
住
居

も
仕
事
も
あ
り
、
無
償
で
学
び
た
い
だ
け
学
べ
、
医
療
も
受
け
ら
れ
る

─
「
地
上
の
楽
園
」
と
い
う
宣
伝
に

よ
っ
て
、
10
万
人
近
い
在
日
朝
鮮
人
は
、
夢
と
希
望
と
、
そ
し
て
幻
想
を
抱
き
、
北
朝
鮮
に
惹ひ

か
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
誇
張
と
虚
偽
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
本
書
に
登
場
す
る
帰
国
者
た
ち
は
詳

細
に
証
言
し
て
い
る
。

３
　
聞
き
取
り
調
査
の
目
的

　
帰
国
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
際
政
治
や
日
朝
関
係
な
ど
の
観
点
か
ら
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き

た
。
だ
が
そ
こ
に
は
、
当
事
者
で
あ
る
帰
国
者
が
、
北
朝
鮮
に
渡
っ
た
後
に
ど
の
よ
う
な
生
を
送
っ
た
の
か
に

つ
い
て
の
言
及
は
僅
少
で
あ
る
。
体
系
的
な
記
録
作
業
や
研
究
は
あ
ま
り
な
く
、
在
日
朝
鮮
人
史
、
日
朝
関
係

史
の
中
に
刻
ま
れ
る
べ
き
重
要
事
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
頁
は
ほ
ぼ
空
白
の
ま
ま
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の

最
大
の
理
由
は
、
北
朝
鮮
が
極
度
に
閉
鎖
的
で
、
自
国
民
を
強
力
な
統
制
下
に
置
く
体
制
で
あ
り
、
た
と
え
北

朝
鮮
を
訪
問
し
て
も
、
帰
国
者
た
ち
と
の
自
由
な
接
触
や
調
査
、
取
材
が
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
早
く
も
１
９
６
０
年
の
前
半
に
は
、
物
資
や
食
糧
の
不
足
で
厳
し
い
窮
乏
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

手
紙
が
在
日
家
族
に
届
き
始
め
、
続
い
て
、
70
年
代
終
わ
り
に
始
ま
っ
た
在
日
家
族
の
祖
国
訪
問
に
よ
る
再
会

で
、
帰
国
者
た
ち
の
境
遇
の
一
端
が
漏
れ
伝
わ
っ
た
が
、
情
報
は
多
く
な
か
っ
た
。

　
北
朝
鮮
を
離
脱
し
て
日
本
や
韓
国
に
入
国
し
た
「
脱
北
帰
国
者
」
が
刊
行
し
た
手
記
や
聞
き
書
き
は
、
10
冊

を
超
え
る
。
ど
の
本
も
、
北
朝
鮮
で
の
生
活
に
つ
い
て
大
変
貴
重
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
綴つ

づ

ら
れ

て
い
る
個
人
の
体
験
が
帰
国
者
に
広
く
共
通
し
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
個
別
的
な
も
の
な
の
か
を
比
較
対

照
し
て
判
断
す
る
に
は
情
報
が
断
片
的
で
、「
帰
国
者
た
ち
の
生
き
様
（
あ
る
い
は
死
に
様
）」
と
し
て
理
解
す

る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
と
韓
国
に
住
む
帰
国
者
に
可
能
な
限
り
大
勢
会
っ
て
、
体
系
的
な
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
こ

と
に
し
た
。
最
終
的
に
、
50
人
に
長
時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
か
ら
一
族
が
渡
日
し
た
経
緯
、
北
朝
鮮
へ
の
帰
国
に
至
っ
た
理
由
、
清チ

ヨ
ン

津ジ
ン

港
に
降
り

立
っ
て
か
ら
18
〜
53
年
に
及
ん
だ
暮
ら
し
の
変
遷
、
そ
し
て
脱
北
に
至
る
ま
で
、
細
部
に
こ
だ
わ
っ
て
話
を
聞

か
せ
て
も
ら
っ
た
。
調
査
は
日
韓
に
ま
た
が
る
大
き
な
規
模
に
な
る
た
め
、
２
０
１
８
年
８
月
、
事
業
主
体
と

し
て
大
阪
に
非
営
利
の
一
般
社
団
法
人
「『
北
朝
鮮
帰
国
者
』
の
記
憶
を
記
録
す
る
会＊

８

」
を
発
足
さ
せ
た
。
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４
　
調
査
の
概
要

調
査
方
法

　
調
査
は
、
対
面
聞
き
取
り
形
式
で
50
人
に
行
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
期
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

も
活
用
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
ひ
と
り
当
た
り
平
均
７
時
間
に
及
ん
だ
。
聞
き
取
り
内
容
は
録
音
し
、
文

字
起
こ
し
を
し
た
。

　
聞
き
取
り
調
査
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
石
丸
次
郎
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、
金キ
ム

胲ヘ

冏ギ
ヨ
ン（

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、
文ム
ン

世セ

一イ
ル

（
大
学
教
員
）、
宋ソ
ン

毅ウ
イ

（
医
療
福
祉
従
事
者
）、
合ご
う

田だ

創は
じ
め（

自
由
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
理
事
）、
洪ホ
ン

敬ギ
ヨ
ン義イ

（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
代
表
）、
朴パ
ク

正ジ
ヨ
ン

南ナ
ム

（
翻
訳
家
）、
前
田
達た
つ

朗ろ
う

（
大
阪
産
業
大
学
教
員
）、
朴パ
ク

香ヒ
ヤ
ン樹ス

（
人
権
活
動
家
）、
洪ホ
ン

里リ

奈ナ

（
同

志
社
大
学
博
士
後
期
課
程
）、
洪ホ
ン

麻マ

里リ

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
ら
、
計
13
人
の
調
査
員
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
。
ま
た
、

石
丸
次
郎
が
99
年
か
ら
実
施
し
て
い
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
北
朝
鮮
に
住
む
帰
国
者
と
在
日
家
族
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
手
紙
や
写
真
、
音
声
な
ど
の
資
料
も
収
集
し
た
。

対
象
者
の
選
定
と
限
界

　
２
０
２
５
年
12
月
時
点
で
、
北
朝
鮮
で
生
ま
れ
た
２
世
を
含
め
て
日
本
に
約
２
０
０
人
、
韓
国
に
は
約
４
０

０
人
の
脱
北
帰
国
者
が
居
住
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
聞
き
取
り
対
象
者
を
選
定
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
点

を
重
視
、
考
慮
し
た
。

●�

日
本
生
ま
れ
で
、
帰
国
当
時
の
記
憶
が
あ
る
「
帰
国
１
世
」
で
高
齢
の
方
を
優
先
す
る
。

●�

北
朝
鮮
生
ま
れ
の
「
帰
国
２
世
」
は
直
接
の
調
査
の
対
象
外
と
し
た
が
、「
帰
国
１
世
」
の
証
言
を
補
完
、

確
認
す
る
た
め
に
約
20
人
に
話
を
聞
い
た
。

●�

日
本
、
韓
国
に
入
国
し
た
脱
北
民
に
は
、
北
朝
鮮
か
ら
の
脱
出
に
有
利
な
、
中
国
に
近
い
北
部
地
域
に
居
住

し
て
い
た
人
が
多
い
。
地
域
的
に
偏
り
過
ぎ
な
い
よ
う
、
中
南
部
に
住
ん
で
い
た
人
を
意
識
的
に
選
定
し
た
。

●�

朝
鮮
大
学
校
出
身
者
、
朝
鮮
人
女
性
と
結
婚
し
た
日
本
人
夫
、
大
村
収
容
所
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
者

に
直
接
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

対
象
者
の
内
訳

●

調
査
時
の
居
住
地

　
居
住
地
に
よ
る
対
象
者
数
は
、
日
本
23
人
（
大
阪
12
人
、
関
東
11
人
）、
韓
国
27
人
で
あ
る
。
朝
鮮
人
男
性
と

結
婚
し
た
日
本
人
妻
が
４
人
い
た
。
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４
　
調
査
の
概
要

調
査
方
法

　
調
査
は
、
対
面
聞
き
取
り
形
式
で
50
人
に
行
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
期
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

も
活
用
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
ひ
と
り
当
た
り
平
均
７
時
間
に
及
ん
だ
。
聞
き
取
り
内
容
は
録
音
し
、
文

字
起
こ
し
を
し
た
。

　
聞
き
取
り
調
査
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
石
丸
次
郎
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、
金キ
ム

胲ヘ

冏ギ
ヨ
ン（

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、
文ム
ン

世セ

一イ
ル

（
大
学
教
員
）、
宋ソ
ン

毅ウ
イ

（
医
療
福
祉
従
事
者
）、
合ご
う

田だ

創は
じ
め（

自
由
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
理
事
）、
洪ホ
ン

敬ギ
ヨ
ン義イ

（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
代
表
）、
朴パ
ク

正ジ
ヨ
ン

南ナ
ム

（
翻
訳
家
）、
前
田
達た
つ

朗ろ
う

（
大
阪
産
業
大
学
教
員
）、
朴パ
ク

香ヒ
ヤ
ン樹ス

（
人
権
活
動
家
）、
洪ホ
ン

里リ

奈ナ

（
同

志
社
大
学
博
士
後
期
課
程
）、
洪ホ
ン

麻マ

里リ

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
ら
、
計
13
人
の
調
査
員
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
。
ま
た
、

石
丸
次
郎
が
99
年
か
ら
実
施
し
て
い
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
北
朝
鮮
に
住
む
帰
国
者
と
在
日
家
族
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
手
紙
や
写
真
、
音
声
な
ど
の
資
料
も
収
集
し
た
。

対
象
者
の
選
定
と
限
界

　
２
０
２
５
年
12
月
時
点
で
、
北
朝
鮮
で
生
ま
れ
た
２
世
を
含
め
て
日
本
に
約
２
０
０
人
、
韓
国
に
は
約
４
０

０
人
の
脱
北
帰
国
者
が
居
住
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
聞
き
取
り
対
象
者
を
選
定
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
点

を
重
視
、
考
慮
し
た
。

●�

日
本
生
ま
れ
で
、
帰
国
当
時
の
記
憶
が
あ
る
「
帰
国
１
世
」
で
高
齢
の
方
を
優
先
す
る
。

●�

北
朝
鮮
生
ま
れ
の
「
帰
国
２
世
」
は
直
接
の
調
査
の
対
象
外
と
し
た
が
、「
帰
国
１
世
」
の
証
言
を
補
完
、

確
認
す
る
た
め
に
約
20
人
に
話
を
聞
い
た
。

●�

日
本
、
韓
国
に
入
国
し
た
脱
北
民
に
は
、
北
朝
鮮
か
ら
の
脱
出
に
有
利
な
、
中
国
に
近
い
北
部
地
域
に
居
住

し
て
い
た
人
が
多
い
。
地
域
的
に
偏
り
過
ぎ
な
い
よ
う
、
中
南
部
に
住
ん
で
い
た
人
を
意
識
的
に
選
定
し
た
。

●�

朝
鮮
大
学
校
出
身
者
、
朝
鮮
人
女
性
と
結
婚
し
た
日
本
人
夫
、
大
村
収
容
所
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
者

に
直
接
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

対
象
者
の
内
訳

●

調
査
時
の
居
住
地

　�

居
住
地
に
よ
る
対
象
者
数
は
、
日
本
23
人
（
大
阪
12
人
、
関
東
11
人
）、
韓
国
27
人
で
あ
る
。
朝
鮮
人
男
性
と

結
婚
し
た
日
本
人
妻
が
４
人
い
た
。
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平壌平壌

咸鏡北道
20名

平安北道 1名
2名

黄海南道
1名

平壌
4名 江原道

2名
黄海北道
3名

平安南道
4名 咸鏡南道

7名

両江道
6名

慈江道

北朝鮮での配置先
●

年
齢
と
性
別

　�
１
９
３
０
年
代
生
ま
れ
が
５
人
、
40
年
代
生
ま
れ
が
25
人
、
50
年
代
生
ま
れ
が
16
人
、
60
年
代
生
ま
れ
が
４

人
で
あ
る
。
こ
の
内
、
最
年
長
は
37
年
生
ま
れ
。
最
年
少
は
68
年
生
ま
れ
で
、
76
年
に
８
歳
で
帰
国
し
た
。

性
別
は
女
性
30
人
、
男
性
20
人
だ
っ
た
。

●

日
本
の
出
身
地

　�

日
本
の
出
身
地
は
、
東
京
、
大
阪
、
愛
知
、
兵
庫
、
福
岡
、
石
川
、
京
都
、
山
口
、
茨
城
、
岩
手
、
岐
阜
、

神
奈
川
、
三
重
、
福
井
、
青
森
、
宮
城
、
鳥
取
、
奈
良
、
広
島
、
岡
山
、
滋
賀
、
高
知
、
大
分
で
あ
る
。

●

北
朝
鮮
で
の
配
置
先
と
帰
国
年
度

　�

北
朝
鮮
で
の
最
初
の
配
置
先
は
、
咸ハ
ム

鏡ギ
ヨ
ン

北ブ
ク

道ド

20
人
、
咸
鏡
南ナ
ム

道ド

７
人
、
両リ
ヤ
ン

江ガ
ン

道ド

６
人
、
平ピ
ヨ
ン

壌ヤ
ン

４
人
、
平ピ
ヨ
ン

安ア
ン

南
道
４
人
、
黄フ
ア
ン海ヘ

北
道
３
人
、
平
安
北
道
２
人
、
江カ
ン

原ウ
オ
ン道ド

２
人
、
黄
海
南
道
１
人
、
慈チ
ヤ

江ガ
ン

道ド

１
人
で
あ

る
。
南ナ

ム

浦ポ

は
平
安
南
道
に
算
入
し
た
。
地
域
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
留
意
し
た
が
、
脱
北
し
や
す
い
中
国
に
近

い
北
部
の
人
が
多
い
。
１
９
６
０
年
か
ら
63
年
末
ま
で
に
帰
国
し
た
人
が
42
人
、
70
年
代
に
帰
国
し
た
人
は

８
人
で
あ
る
。

５
　
凡
例

　
本
書
で
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の

呼
称
を
基
本
的
に
北
朝
鮮
と
記
し
、
証
言
に
沿

っ
て
「
朝
鮮
」「
北
」「
共
和
国
」
と
書
く
場
合

が
あ
る
。
ま
た
大
韓
民
国
の
呼
称
を
基
本
的
に

韓
国
と
記
し
、「
南
朝
鮮
」「
南
」
と
書
く
場
合

が
あ
る
。

　
ま
た
、「
北
鮮
」
な
ど
現
在
で
は
差
別
的
表

現
と
し
て
使
用
し
な
い
地
名
や
呼
称
、「
ゲ
ン

チ
ャ
ン
」
と
い
っ
た
現
地
住
民
に
対
す
る
蔑
称
、

あ
る
い
は
「
乞
食
」「
土
方
」「
部
落
」
な
ど
社

会
風
俗
に
関
す
る
差
別
的
な
表
現
に
つ
い
て
も
、

帰
国
事
業
が
始
ま
る
前
後
の
社
会
意
識
を
反
映

す
る
用
語
と
し
て
、
ま
た
当
時
の
実
際
を
記
録

に
留と

ど

め
る
意
味
で
も
、
証
言
や
文
書
、
手
紙
の
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で
に
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人
、
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あ
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に
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記
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、
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「
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」
と
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に
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と
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」
な
ど
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で
は
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と
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使
用
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地
名
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、「
ゲ
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」
と
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た
現
地
住
民
に
対
す
る
蔑
称
、

あ
る
い
は
「
乞
食
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土
方
」「
部
落
」
な
ど
社

会
風
俗
に
関
す
る
差
別
的
な
表
現
に
つ
い
て
も
、

帰
国
事
業
が
始
ま
る
前
後
の
社
会
意
識
を
反
映

す
る
用
語
と
し
て
、
ま
た
当
時
の
実
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を
記
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に
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め
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意
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で
も
、
証
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や
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、
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咸
鏡
北
道

両江道

咸鏡南道

江原道

京畿道

江原道

忠清北道

忠清南道
慶尚北道

慶尚南道

全羅北道

全羅南道

黄海北道

黄海南道

平安南道

平安北道

慈江道

中国

韓国

ロ
シ
ア

日本海・東海

豆満江

鴨緑
江

黄海・西海

延吉
穏城

会寧

羅先

清津
鏡城

明澗

茂山

大紅湍
白頭山

恵山

江界

龍林

咸興

耀徳

文川

元山

ソウル

開城

海州

信川

沙里院 松林
南浦

平壌平壌
成川

平城鉄山

龍川
新義州

丹東
吉州

金策

釡山

北朝鮮地図
中
に
出
て
く
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
。
朝
鮮
語
の
手
紙
や
文
書
、
文
献
の
引
用
で
翻
訳
者
が
明
示
さ

れ
て
い
な
い
も
の
は
執
筆
者
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
。

　
証
言
者
の
名
前
は
、
北
朝
鮮
に
残
る
家
族
の
安
全
問
題
や
、
日
本
と
韓
国
で
の
生
活
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

観
点
か
ら
、
本
人
の
意
向
を
尊
重
し
て
仮
名
に
し
た
人
が
い
る
。
ま
た
日
本
の
出
身
地
、
生
年
月
日
、
帰
国
年

度
、
北
朝
鮮
で
の
配
置
先
な
ど
を
伏
せ
た
場
合
が
あ
る
。

　
ま
た
、
北
朝
鮮
で
の
人
生
を
主
に
扱
う
た
め
、
地
名
・
人
名
は
北
朝
鮮
で
の
発
音
に
従
っ
て
ル
ビ
を
振
る
。

原
則
、
朝
鮮
名
で
の
表
記
と
す
る
が
、
本
人
が
日
本
名
を
希
望
す
る
場
合
は
日
本
名
で
の
表
記
と
し
た
。
文
中

の
敬
称
は
略
し
た
。

　
な
お
、
本
書
で
は
国
籍
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
半
島
出
身
者
お
よ
び
そ
の
子
孫
の
総
称
と
し
て
在

日
朝
鮮
人
、
及
び
在
日
の
語
を
用
い
て
い
る
。

　　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
活
動
に
は
、
約
３
０
０
人
の
市
民
か
ら
寄
付
を
頂
い
た
。
ま
た
、
韓
国
の
以
下
の

団
体
か
ら
調
査
助
成
を
受
け
た
。
謝
意
を
記
し
た
い
。

　
財
団
法
人
「
統
一
と
分
か
ち
合
い
」（U

niK
orea Foundation

　
２
０
１
９
〜
２
０
２
２
年
）

　
ア
ジ
ア
研
究
基
金
（A

sia Research Fund

　
２
０
２
１
〜
２
０
２
２
年
）

　
韓
国
学
中
央
研
究
院 

海
外
韓
国
学
支
援
事
業
（
２
０
２
４
年
）
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帰国事業による帰国者数の年次推移

年 回数 帰国者数 うち 日本国籍者数

1959  3 2,942 225
1960  48 49,036 3,937
1961  34 22,801 1,773
1962  16 3,497 186
1963  12 2,567 165
1964  8 1,822 99
1965  11 2,255 96
1966  12 1,860 53
1967  11 1,831 108
1968 

中断1969 
1970 
1971  7 1,318 58
1972  4 1,003 22
1973  3 704
1974  3 479
1975  3 379
1976  2 256
1977  2 180
1978  2 150
1979  2 126
1980  1 40 2
1981  1 38 4
1982  1 26 2
1983  0 0 0
1984  1 30
累計 187 93,340 6,730

出典『北朝鮮帰国事業関係資料集』　p341
※若干の中国人がいたが省略した。空白年は正確な資料がなかった。

1945年  8月15日 日本がポツダム宣言を受諾。無条件降伏、敗戦

10月15日 在日本朝鮮人連盟 （朝連） 結成

1946年  10月3日 在日本朝鮮居留民団結成

1948年 8月15日 大韓民国建国樹立

1949年  9月9日 朝鮮民主主義人民共和国成立

1950年  6月25日 朝鮮戦争勃発

1952年 4月28日 サンフランシスコ講和条約発効。在日朝鮮人の日本国籍を喪失させる

1953年 7月27日 朝鮮戦争休戦協定調印

1955年 2月25日 北朝鮮の南日外相が日本へ国交正常化を呼びかけ

5月25日 在日本朝鮮人総聯合会（朝鮮総聯）結成

1958年 7月14日 金日成がソ連代理大使ペリシェンコに在日朝鮮人受け入れの意思を
示し、支援を求める

8月11日 総聯川崎支部中留分会が金日成に帰国嘆願の手紙送付を決議。大
規模な帰国運動の始まり

9月8日 金日成が在日朝鮮人の帰国を歓迎する旨言明

11月17日「在日朝鮮人帰国協力会」（帆足計幹事長）が結成される

1959年 2月2日 民団が「北送反対闘争委員会」を結成

2月13日 岸内閣、北朝鮮帰国実施を閣議了解

6月15日 韓国が帰国事業への対抗策として対日通商断交を表明

8月13日 インドのカルカッタにおいて、日朝赤十字間で「在日朝鮮人の帰国
に関する協定」調印

12月14日 第1次帰国船が新潟港を出港

1960年 4月19日 韓国で「4.19学生革命」、李承晩政権崩壊

1965年 6月22日 日韓基本条約調印、国交正常化

1967年 5月 労働党が「党の唯一思想体系の確立」を決定。金日成一人独裁を公
式化

11月12日 帰国協定が終了

12月22日 第155次船の出港を最後に帰国事業が中断

1971年 5月15日 帰国未了者の暫定措置として帰国事業が再開。第156次船が出港

1984年 7月25日 第187次船が出港。帰国事業が終了

3839
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帰国事業による帰国者数の年次推移

年 回数 帰国者数 うち 日本国籍者数

1959  3 2,942 225
1960  48 49,036 3,937
1961  34 22,801 1,773
1962  16 3,497 186
1963  12 2,567 165
1964  8 1,822 99
1965  11 2,255 96
1966  12 1,860 53
1967  11 1,831 108
1968 

中断1969 
1970 
1971  7 1,318 58
1972  4 1,003 22
1973  3 704
1974  3 479
1975  3 379
1976  2 256
1977  2 180
1978  2 150
1979  2 126
1980  1 40 2
1981  1 38 4
1982  1 26 2
1983  0 0 0
1984  1 30
累計 187 93,340 6,730

出典『北朝鮮帰国事業関係資料集』　p341
※若干の中国人がいたが省略した。空白年は正確な資料がなかった。

関連年表

1945年  8月15日 日本がポツダム宣言受諾を発表。無条件降伏、敗戦

10月15日 在日本朝鮮人連盟 （朝連） 結成

1946年  10月3日 在日本朝鮮居留民団結成

1948年 8月15日 大韓民国成立

9月9日 朝鮮民主主義人民共和国成立

1950年  6月25日 朝鮮戦争勃発

1952年 4月28日 サンフランシスコ講和条約発効。在日朝鮮人の日本国籍を喪失させる

1953年 7月27日 朝鮮戦争休戦協定調印

1955年 2月25日 北朝鮮の南日外相が日本へ国交正常化を呼びかけ

5月25日 在日本朝鮮人総聯合会（朝鮮総聯）結成

1958年 7月14日 金日成がソ連代理大使ペリシェンコに在日朝鮮人受け入れの意思を
示し、支援を求める

8月11日 総聯川崎支部中留分会が金日成に帰国嘆願の手紙送付を決議。大
規模な帰国運動の始まり

9月8日 金日成が在日朝鮮人の帰国を歓迎する旨言明

11月17日「在日朝鮮人帰国協力会」（帆足計幹事長）が結成される

1959年 2月2日 民団が「北送反対闘争委員会」を結成

2月13日 岸内閣、北朝鮮帰国実施を閣議了解

6月15日 韓国が帰国事業への対抗策として対日通商断交を表明

8月13日 インドのカルカッタにおいて、日朝赤十字間で「在日朝鮮人の帰還
に関する協定」調印

12月14日 第1次帰国船が新潟港を出港

1960年 4月19日 韓国で「4.19学生革命」、李承晩政権崩壊へ

1965年 6月22日 日韓基本条約調印、国交正常化

1967年 6月 労働党が「党の唯一思想・唯一指導体系の確立」を決定。金日成一
人独裁を公式化

11月12日 帰還協定が終了

12月22日 第155次船の出港を最後に帰国事業が中断

1971年 5月14日 帰国未了者の暫定措置として帰国事業が再開。第156次船が出港

1984年 7月25日 第187次船が出港。帰国事業が終了
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本
書
に
登
場
す
る
帰
国
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

朴パ
ク

永ヨ
ン

淑ス
ク

：
１
９
４
０
年
広
島
市
出
身
。
兄
の
事
業
の
失
敗
と
帰
国
運
動
が
重
な
り
、
先
に
両
親
と
10
人
兄
弟
姉

妹
の
う
ち
７
人
が
帰
国
。
父
危
篤
の
知
ら
せ
を
聞
き
、
62
年
12
月
16
日
、
第
１
０
１
次
船
に
乗
っ
て
帰
国
。
家

族
の
住
む
平ピ

ヨ
ン

安ア
ン

北ブ
ク

道ド

新シ

義ニ

州ジ
ユ

市
へ
配
置
。
兄
２
人
、
息
子
２
人
が
連
行
さ
れ
死
亡
し
た
。

梁リ
ヤ
ン葉は

津つ

子こ

：
１
９
４
３
年
大
阪
に
生
ま
れ
、
す
ぐ
に
石
川
県
加
賀
市
へ
移
る
。
中
学
卒
業
後
は
工
場
勤
務
。

生
活
に
苦
労
す
る
両
親
に
朝
鮮
総
聯
が
帰
国
を
勧
誘
。
子
供
の
教
育
や
、
統
一
す
れ
ば
故
郷
（
南
）
に
帰
れ
る

と
考
え
た
父
親
が
帰
国
を
決
意
。
両
親
と
弟
妹
４
人
と
共
に
60
年
６
月
17
日
、
第
26
次
船
で
帰
国
。
咸ハ

ム

鏡ギ
ヨ
ン

北

道
会フ

エ

寧リ
ヨ
ン

市
游ユ

仙ソ
ン

へ
配
置
。
帰
国
者
男
性
と
結
婚
し
理
髪
所
に
勤
め
た
。

梁リ
ヤ
ン

敏と
し

雄お

：
１
９
４
５
年
石
川
県
加
賀
市
出
身
。
梁
葉
津
子
の
弟
。
日
本
に
残
っ
た
兄
が
支
援
を
続
け
て
く
れ

た
お
か
げ
で
生
活
が
支
え
ら
れ
た
。
炭
鉱
労
働
に
従
事
。

金キ
ム

綾ル
ン

実シ
ル

：
１
９
４
７
年
福
岡
市
出
身
。
７
歳
の
時
に
父
が
病
死
。
５
人
の
子
供
を
抱
え
た
母
に
対
し
、
総
聯
が

仕
事
先
を
紹
介
す
る
な
ど
世
話
を
し
た
。
民
族
差
別
と
困
窮
、
総
聯
の
宣
伝
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
母
が
帰
国
を

決
意
。
結
婚
し
て
い
た
長
姉
を
除
い
て
、
母
、
姉
弟
妹
と
共
に
60
年
４
月
８
日
、
第
16
次
船
で
帰
国
。
咸
鏡
北

道
鏡キ

ヨ
ン

城ソ
ン

郡
へ
配
置
。
79
年
、
李リ

昌チ
ヤ
ン

成ソ
ン

と
再
婚
。
98
年
に
夫
と
２
人
の
娘
と
共
に
中
国
に
脱
出
、
２
０
０
０
年

に
ロ
シ
ア
を
経
て
韓
国
入
り
し
た
。

金キ
ム

五オ

月ウ
オ
ル：
１
９
３
８
年
福
岡
県
生
ま
れ
、
山
口
県
岩
国
市
育
ち
。
朝
鮮
学
校
で
学
ぶ
が
、
学
校
閉
鎖
令
に
よ
り

日
本
の
学
校
と
行
き
来
し
た
。
母
は
熱
心
な
総
聯
活
動
家
で
、
自
身
も
総
聯
で
仕
事
を
し
た
。
60
年
、
姉
夫
婦

が
先
に
帰
国
し
、
孫
を
恋
し
が
る
母
も
帰
国
を
決
意
。
自
身
も
祖
国
で
は
差
別
が
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
同
年

に
両
親
と
帰
国
。
咸
鏡
北
道
茂ム

山サ
ン

郡
へ
配
置
。
61
年
に
帰
国
者
男
性
と
結
婚
後
、
困
窮
生
活
と
慣
れ
な
い
農
作

業
で
苦
労
し
た
。

姜カ
ン

鐘ジ
ヨ
ン太テ

（
仮
名
）：
１
９
４
１
年
岩
手
県
釜
石
市
出
身
。
共
産
主
義
を
信
奉
し
た
父
は
、
総
聯
釜
石
支
部
委
員

長
を
務
め
、
鐘
太
を
朝
鮮
人
と
し
て
育
て
る
た
め
、
東
京
朝
鮮
中
学
・
高
校
へ
送
っ
た
。
統
一
す
れ
ば
故
郷
の

全チ
ヨ
ル羅ラ

南ナ
ム

道ド

に
子
供
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
い
う
父
の
考
え
で
、
61
年
に
一
家
４
人
で
帰
国
。
母
は
日
本
人
。
咸

鏡
北
道
清チ

ヨ
ン

津ジ
ン

市
へ
配
置
。
清
津
医
科
大
学
に
進
学
し
医
師
に
な
っ
た
。
68
年
に
労
働
党
に
入
党
。

41　　本書に登場する帰国者のプロフィール 40
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10
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弟
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。
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学
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に
朝
鮮
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が
帰
国
を
勧
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子
供
の
教
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や
、
統
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ば
故
郷
（
南
）
に
帰
れ
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と
考
え
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父
親
が
帰
国
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決
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。
両
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と
弟
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人
と
共
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６
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本
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支
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で
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た
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に
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１
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７
年
福
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市
出
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。
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歳
の
時
に
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が
病
死
。
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人
の
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供
を
抱
え
た
母
に
対
し
、
総
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が

仕
事
先
を
紹
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す
る
な
ど
世
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を
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た
。
民
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差
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と
困
窮
、
総
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の
宣
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な
ど
が
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、
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が
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を
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、
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、
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、
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、
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た
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年
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、
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で
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日
本
の
学
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と
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は
熱
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家
で
、
自
身
も
総
聯
で
仕
事
を
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。
60
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、
姉
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が
先
に
帰
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し
、
孫
を
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母
も
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を
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。
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も
祖
国
で
は
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が
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い
だ
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う
と
考
え
、
同
年

に
両
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と
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国
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郡
へ
配
置
。
61
年
に
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国
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男
性
と
結
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後
、
困
窮
生
活
と
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な
い
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で
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た
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１
年
岩
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釜
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市
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。
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を
信
奉
し
た
父
は
、
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長
を
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、
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を
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と
し
て
育
て
る
た
め
、
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へ
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っ
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統
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す
れ
ば
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郷
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に
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を
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着
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よ
う
と
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う
父
の
考
え
で
、
61
年
に
一
家
４
人
で
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国
。
母
は
日
本
人
。
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鏡
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道
清チ
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年
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党
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党
。
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金キ
ム

奎ギ
ユ

錫ソ
ク

（
仮
名
）：
１
９
３
８
年
仙
台
市
出
身
。
両
親
を
早
く
に
亡
く
し
、
兄
に
育
て
ら
れ
た
。
ロ
シ
ア
文
学

愛
好
か
ら
社
会
主
義
革
命
に
傾
倒
し
、
大
阪
の
総
聯
生い

く

野の

支
部
の
青
年
同
盟
に
加
入
。
熱
心
に
同
胞
青
年
に
帰

国
を
勧
誘
宣
伝
し
た
。
韓
国
革
命
参
加
に
傾
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
総
聯
か
ら
の
命
で
61
年
冬
、
単
身
で
帰
国
。

咸
鏡
北
道
金キ

ム

策チ
エ
ク

市
の
製
鋼
所
へ
配
置
。
一
家
心
中
を
考
え
る
ほ
ど
の
貧
窮
生
活
を
送
っ
た
が
、
義
姉
の
訪
朝

を
機
に
実
兄
の
支
援
が
始
ま
り
暮
ら
し
は
楽
に
な
っ
た
。

川
崎
栄
子
：
１
９
４
０
年
代
京
都
府
出
身
。
日
本
の
公
立
校
に
通
っ
て
い
た
が
、
生
活
苦
を
理
由
に
高
校
進
学

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
、
総
聯
か
ら
の
誘
い
で
奨
学
金
を
得
て
京
都
朝
鮮
高
校
へ
進
学
。
社
会
主
義
を
自

分
の
目
で
見
て
学
ぼ
う
と
、
60
年
代
に
単
身
で
北
朝
鮮
に
渡
る
。
東
海
岸
地
域
へ
配
置
さ
れ
寄
宿
舎
生
活
を
送

っ
た
。
パ
ル
チ
ザ
ン
派
の
親
戚
を
持
つ
「
成
分
」
の
い
い
男
性
と
結
婚
の
際
は
、
帰
国
者
ゆ
え
に
強
い
反
対
に

あ
っ
た
。
大
学
卒
業
後
、
機
械
の
設
計
士
と
し
て
働
い
た
。

上
田
つ
た
え
：
１
９
３
７
年
宮
城
県
気け

仙せ
ん

沼ぬ
ま

市
出
身
の
日
本
人
妻
。
貧
し
い
母
子
家
庭
で
育
ち
、
小
学
生
の
頃

か
ら
家
計
を
支
え
る
。
中
学
卒
業
後
、
住
み
込
み
で
働
く
旅
館
で
出
会
っ
た
朝
鮮
人
と
結
婚
。
60
年
に
夫
と
北

朝
鮮
に
渡
り
慈チ

ヤ

江ガ
ン

道ド

龍リ
ヨ
ン

林リ
ム

郡
龍リ
ヨ
ン

雲ウ
ン

鉱
山
へ
配
置
。
翌
年
、
病
気
で
長
男
を
失
っ
た
。
２
年
後
に
咸
鏡
北
道
鏡

城
郡
に
移
る
。
食
糧
確
保
の
た
め
に
交
渉
し
て
畑
を
獲
得
し
、
自
作
農
の
よ
う
に
生
活
し
た
。

李リ

昌チ
ヤ
ン

成ソ
ン

：
１
９
４
１
年
岡
山
県
和わ

気け

郡
出
身
。
北
朝
鮮
で
柔
道
家
と
し
て
活
躍
で
き
る
と
い
う
誘
い
を
受
け

て
、
家
族
が
猛
反
対
す
る
中
、
62
年
４
月
21
日
、
第
92
次
船
に
乗
っ
て
単
身
帰
国
。
平
安
南
道
成ソ

ン

川チ
ヨ
ン

郡
の
ニ

ッ
ケ
ル
鉱
山
へ
配
置
。
帰
国
者
の
若
者
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
な
り
、
暴
力
沙
汰
を
起
こ
し
て
３
年
半
教
化
所
に

入
れ
ら
れ
た
。
79
年
、
金
綾
実
と
結
婚
。

李リ

淑ス
ク

子ジ
ヤ

（
仮
名
）：
１
９
４
７
年
茨
城
県
出
身
。
幼
少
期
に
父
が
亡
く
な
り
、
母
が
女
手
ひ
と
つ
で
子
供
４
人

を
育
て
た
。
母
は
帰
国
事
業
を
率
先
し
て
宣
伝
し
た
。
朝
鮮
中
学
在
学
時
の
60
年
春
に
、
母
、
兄
２
人
と
共
に

帰
国
し
、
咸
鏡
北
道
へ
配
置
。
姉
も
２
年
後
に
家
族
と
帰
国
。
小
学
校
で
は
２
学
年
下
に
編
入
し
た
が
、
授
業

に
つ
い
て
い
け
ず
苦
労
し
た
。
中
国
か
ら
の
帰
国
者
と
結
婚
。

黄フ
ア
ン

玉オ
ク

香ヒ
ヤ
ン（

仮
名
）：
１
９
４
０
年
代
関
西
地
方
出
身
。
大
き
な
養
豚
場
を
経
営
し
熱
心
な
総
聯
活
動
家
だ
っ
た

父
が
祖
国
へ
の
貢
献
を
強
く
希
望
し
、
60
年
代
に
一
家
で
帰
国
。
南
西
部
へ
配
置
。
68
年
に
尹ユ

ン

尚サ
ン

吉ギ
ル

と
結
婚
。

日
本
の
親
族
か
ら
多
大
な
支
援
が
あ
り
経
済
的
に
は
不
自
由
な
い
暮
ら
し
を
送
っ
た
。

李リ

秀ス

漣リ
ヨ
ン：
１
９
４
８
年
福
岡
県
の
炭
鉱
町
出
身
。
父
は
熱
心
な
総
聯
活
動
家
だ
っ
た
。
両
親
と
兄
妹
弟
の
一
家
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金キ
ム

奎ギ
ユ

錫ソ
ク

（
仮
名
）：
１
９
３
８
年
仙
台
市
出
身
。
両
親
を
早
く
に
亡
く
し
、
兄
に
育
て
ら
れ
た
。
ロ
シ
ア
文
学

愛
好
か
ら
社
会
主
義
革
命
に
傾
倒
し
、
大
阪
の
総
聯
生い

く

野の

支
部
の
青
年
同
盟
に
加
入
。
熱
心
に
同
胞
青
年
に
帰

国
を
勧
誘
宣
伝
し
た
。
韓
国
革
命
参
加
に
傾
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
総
聯
か
ら
の
命
で
61
年
冬
、
単
身
で
帰
国
。

咸
鏡
北
道
金キ

ム

策チ
エ
ク

市
の
製
鋼
所
へ
配
置
。
一
家
心
中
を
考
え
る
ほ
ど
の
貧
窮
生
活
を
送
っ
た
が
、
義
姉
の
訪
朝

を
機
に
実
兄
の
支
援
が
始
ま
り
暮
ら
し
は
楽
に
な
っ
た
。

川
崎
栄
子
：
１
９
４
０
年
代
京
都
府
出
身
。
日
本
の
公
立
校
に
通
っ
て
い
た
が
、
生
活
苦
を
理
由
に
高
校
進
学

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
、
総
聯
か
ら
の
誘
い
で
奨
学
金
を
得
て
京
都
朝
鮮
高
校
へ
進
学
。
社
会
主
義
を
自

分
の
目
で
見
て
学
ぼ
う
と
、
60
年
代
に
単
身
で
北
朝
鮮
に
渡
る
。
東
海
岸
地
域
へ
配
置
さ
れ
寄
宿
舎
生
活
を
送

っ
た
。
パ
ル
チ
ザ
ン
派
の
親
戚
を
持
つ
「
成
分
」
の
い
い
男
性
と
結
婚
の
際
は
、
帰
国
者
ゆ
え
に
強
い
反
対
に

あ
っ
た
。
大
学
卒
業
後
、
機
械
の
設
計
士
と
し
て
働
い
た
。

上
田
つ
た
え
：
１
９
３
７
年
宮
城
県
気け

仙せ
ん

沼ぬ
ま

市
出
身
の
日
本
人
妻
。
貧
し
い
母
子
家
庭
で
育
ち
、
小
学
生
の
頃

か
ら
家
計
を
支
え
る
。
中
学
卒
業
後
、
住
み
込
み
で
働
く
旅
館
で
出
会
っ
た
朝
鮮
人
と
結
婚
。
60
年
に
夫
と
北

朝
鮮
に
渡
り
慈チ

ヤ

江ガ
ン

道ド

龍リ
ヨ
ン

林リ
ム

郡
龍リ
ヨ
ン

雲ウ
ン

鉱
山
へ
配
置
。
翌
年
、
病
気
で
長
男
を
失
っ
た
。
２
年
後
に
咸
鏡
北
道
鏡

城
郡
に
移
る
。
食
糧
確
保
の
た
め
に
交
渉
し
て
畑
を
獲
得
し
、
自
作
農
の
よ
う
に
生
活
し
た
。

李リ

昌チ
ヤ
ン

成ソ
ン

：
１
９
４
１
年
岡
山
県
和わ

気け

郡
出
身
。
北
朝
鮮
で
柔
道
家
と
し
て
活
躍
で
き
る
と
い
う
誘
い
を
受
け

て
、
家
族
が
猛
反
対
す
る
中
、
62
年
４
月
21
日
、
第
92
次
船
に
乗
っ
て
単
身
帰
国
。
平
安
南
道
成ソ

ン

川チ
ヨ
ン

郡
の
ニ

ッ
ケ
ル
鉱
山
へ
配
置
。
帰
国
者
の
若
者
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
な
り
、
暴
力
沙
汰
を
起
こ
し
て
３
年
半
教
化
所
に

入
れ
ら
れ
た
。
79
年
、
金
綾
実
と
結
婚
。

李リ

淑ス
ク

子ジ
ヤ

（
仮
名
）：
１
９
４
７
年
茨
城
県
出
身
。
幼
少
期
に
父
が
亡
く
な
り
、
母
が
女
手
ひ
と
つ
で
子
供
４
人

を
育
て
た
。
母
は
帰
国
事
業
を
率
先
し
て
宣
伝
し
た
。
朝
鮮
中
学
在
学
時
の
60
年
春
に
、
母
、
兄
２
人
と
共
に

帰
国
し
、
咸
鏡
北
道
へ
配
置
。
姉
も
２
年
後
に
家
族
と
帰
国
。
小
学
校
で
は
２
学
年
下
に
編
入
し
た
が
、
授
業

に
つ
い
て
い
け
ず
苦
労
し
た
。
中
国
か
ら
の
帰
国
者
と
結
婚
。

黄フ
ア
ン

玉オ
ク

香ヒ
ヤ
ン（

仮
名
）：
１
９
４
０
年
代
関
西
地
方
出
身
。
大
き
な
養
豚
場
を
経
営
し
熱
心
な
総
聯
活
動
家
だ
っ
た

父
が
祖
国
へ
の
貢
献
を
強
く
希
望
し
、
60
年
代
に
一
家
で
帰
国
。
南
西
部
へ
配
置
。
68
年
に
尹ユ

ン

尚サ
ン

吉ギ
ル

と
結
婚
。

日
本
の
親
族
か
ら
多
大
な
支
援
が
あ
り
経
済
的
に
は
不
自
由
な
い
暮
ら
し
を
送
っ
た
。

李リ

秀ス

漣リ
ヨ
ン：
１
９
４
８
年
福
岡
県
の
炭
鉱
町
出
身
。
父
は
熱
心
な
総
聯
活
動
家
だ
っ
た
。
両
親
と
兄
妹
弟
の
一
家
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５
人
で
60
年
２
月
26
日
、
第
10
次
船
で
帰
国
。
咸
鏡
北
道
鏡
城
郡
へ
配
置
。
暮
ら
し
に
絶
望
し
、
帰
国
後
３
カ

月
で
自
殺
を
試
み
た
が
地
元
の
人
に
助
け
ら
れ
た
。
日
本
の
兄
か
ら
の
仕
送
り
が
途
絶
え
、
90
年
代
半
ば
の

「
苦
難
の
行
軍
」
期
に
は
米
の
担
ぎ
屋
や
砂
金
の
運
び
屋
な
ど
で
延
命
。
98
年
に
中
国
に
逃
亡
し
、
３
年
半
後

に
韓
国
入
り
し
た
。

羅ラ

真ジ
ン

弓グ
ン

（
仮
名
）：
１
９
５
０
年
東
京
都
江
戸
川
区
出
身
。
朝
鮮
人
の
父
と
日
本
人
の
母
の
も
と
、
裕
福
な
家

庭
に
育
つ
。
父
は
総
聯
の
分
会
長
を
務
め
、
朝
鮮
大
学
校
設
立
時
に
多
額
の
寄
付
を
し
た
。
63
年
秋
に
一
家
全

員
で
帰
国
。
咸
鏡
北
道
清
津
市
へ
配
置
。
脱
北
す
る
ま
で
生
活
に
苦
労
は
な
く
、
富
裕
層
の
帰
国
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
過
ご
し
た
。

赤
塚
君
子
：
１
９
４
７
年
山
口
県
宇
部
市
出
身
。
無
償
教
育
や
無
償
医
療
と
い
う
宣
伝
に
惹
か
れ
、
母
が
帰
国

を
強
く
希
望
し
、
父
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
60
年
９
月
に
一
家
で
帰
国
。
父
が
炭
鉱
で
働
い
た
経
験
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
咸
鏡
北
道
会
寧
市
游
仙
炭
鉱
へ
配
置
。
結
婚
後
、
同
じ
宿
舎
に
住
む
帰
国
者
が
酒
席
で
金キ

ム

日イ
ル

成ソ
ン

を

批
判
し
て
追
放
さ
れ
た
。

小
林
秋
子
（
仮
名
）：
１
９
４
３
年
東
京
都
出
身
の
日
本
人
妻
。
朝
鮮
人
の
夫
が
職
場
で
差
別
を
受
け
た
な
ど

の
事
情
が
重
な
り
、
義
母
、
夫
と
共
に
生
後
間
も
な
い
長
男
を
連
れ
て
63
年
に
帰
国
。
咸
鏡
南
道
へ
配
置
。
強

烈
な
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
で
１
年
間
は
外
出
も
せ
ず
泣
き
暮
ら
し
た
。
77
年
に
夫
を
失
い
、「
苦
難
の
行
軍
」
期
に

は
飢
え
を
経
験
し
た
。

有あ
り

元も
と

俊し
ゆ
ん：
１
９
５
４
年
東
京
都
品
川
区
出
身
。
在
日
２
世
の
父
は
東
京
大
学
法
学
部
時
代
か
ら
共
産
党
員
と

し
て
活
動
し
、
東
京
朝
鮮
高
校
の
再
建
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
日
本
人
の
母
と
共
に
一
家
で
60
年
７
月
８
日
、
第

29
次
船
に
乗
っ
て
帰
国
し
平ピ

ヨ
ン

壌ヤ
ン

へ
配
置
。
父
は
イ
ン
テ
リ
幹
部
待
遇
を
受
け
た
。
金
策
工
業
大
学
に
進
学
し
、

高
級
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
た
。

尹ユ
ン

尚サ
ン

吉ギ
ル

（
仮
名
）：
１
９
４
５
年
岐
阜
県
出
身
。
父
は
総
聯
地
方
支
部
の
宣
伝
部
長
だ
っ
た
。
黄フ
ア
ン海へ

南
道
出
身

の
祖
母
が
帰
国
を
希
望
し
、
60
年
代
初
期
に
祖
母
と
両
親
、
弟
２
人
と
共
に
帰
国
。
黄
海
道
へ
配
置
。
２
０
０

０
年
に
脱
北
す
る
ま
で
、
日
本
の
親
族
の
支
援
で
妻
・
黄
玉
香
と
２
人
の
息
子
と
不
足
な
く
暮
ら
し
た
。

呉オ

明ミ
ヨ
ン

子ジ
ヤ

（
仮
名
）：
１
９
５
１
年
大
阪
府
出
身
。
き
ょ
う
だ
い
５
人
と
も
朝
鮮
学
校
に
通
う
。
帰
国
事
業
が
盛

り
上
が
り
、
毎
月
帰
国
す
る
同
級
生
を
見
て
羨
ま
し
く
な
っ
た
き
ょ
う
だ
い
が
親
に
帰
国
し
よ
う
と
せ
が
み
、

60
年
初
頭
に
一
家
７
人
で
帰
国
。
咸
鏡
南
道
の
山
深
い
鉱
山
地
帯
へ
配
置
。
74
年
の
帰
国
者
男
性
と
の
結
婚
を
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５
人
で
60
年
２
月
26
日
、
第
10
次
船
で
帰
国
。
咸
鏡
北
道
鏡
城
郡
へ
配
置
。
暮
ら
し
に
絶
望
し
、
帰
国
後
３
カ

月
で
自
殺
を
試
み
た
が
地
元
の
人
に
助
け
ら
れ
た
。
日
本
の
兄
か
ら
の
仕
送
り
が
途
絶
え
、
90
年
代
半
ば
の

「
苦
難
の
行
軍
」
期
に
は
米
の
担
ぎ
屋
や
砂
金
の
運
び
屋
な
ど
で
延
命
。
98
年
に
中
国
に
逃
亡
し
、
３
年
半
後

に
韓
国
入
り
し
た
。

羅ラ

真ジ
ン

弓グ
ン

（
仮
名
）：
１
９
５
０
年
東
京
都
江
戸
川
区
出
身
。
朝
鮮
人
の
父
と
日
本
人
の
母
の
も
と
、
裕
福
な
家

庭
に
育
つ
。
父
は
総
聯
の
分
会
長
を
務
め
、
朝
鮮
大
学
校
設
立
時
に
多
額
の
寄
付
を
し
た
。
63
年
秋
に
一
家
全

員
で
帰
国
。
咸
鏡
北
道
清
津
市
へ
配
置
。
脱
北
す
る
ま
で
生
活
に
苦
労
は
な
く
、
富
裕
層
の
帰
国
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
過
ご
し
た
。

赤
塚
君
子
：
１
９
４
７
年
山
口
県
宇
部
市
出
身
。
無
償
教
育
や
無
償
医
療
と
い
う
宣
伝
に
惹
か
れ
、
母
が
帰
国

を
強
く
希
望
し
、
父
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
60
年
９
月
に
一
家
で
帰
国
。
父
が
炭
鉱
で
働
い
た
経
験
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
咸
鏡
北
道
会
寧
市
游
仙
炭
鉱
へ
配
置
。
結
婚
後
、
同
じ
宿
舎
に
住
む
帰
国
者
が
酒
席
で
金キ

ム

日イ
ル

成ソ
ン

を

批
判
し
て
追
放
さ
れ
た
。

小
林
秋
子
（
仮
名
）：
１
９
４
３
年
東
京
都
出
身
の
日
本
人
妻
。
朝
鮮
人
の
夫
が
職
場
で
差
別
を
受
け
た
な
ど

の
事
情
が
重
な
り
、
義
母
、
夫
と
共
に
生
後
間
も
な
い
長
男
を
連
れ
て
63
年
に
帰
国
。
咸
鏡
南
道
へ
配
置
。
強

烈
な
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
で
１
年
間
は
外
出
も
せ
ず
泣
き
暮
ら
し
た
。
77
年
に
夫
を
失
い
、「
苦
難
の
行
軍
」
期
に

は
飢
え
を
経
験
し
た
。

有あ
り

元も
と

俊し
ゆ
ん：
１
９
５
４
年
東
京
都
品
川
区
出
身
。
在
日
２
世
の
父
は
東
京
大
学
法
学
部
時
代
か
ら
共
産
党
員
と

し
て
活
動
し
、
東
京
朝
鮮
高
校
の
再
建
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
日
本
人
の
母
と
共
に
一
家
で
60
年
７
月
８
日
、
第

29
次
船
に
乗
っ
て
帰
国
し
平ピ

ヨ
ン

壌ヤ
ン

へ
配
置
。
父
は
イ
ン
テ
リ
幹
部
待
遇
を
受
け
た
。
金
策
工
業
大
学
に
進
学
し
、

高
級
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
た
。

尹ユ
ン

尚サ
ン

吉ギ
ル

（
仮
名
）：
１
９
４
５
年
岐
阜
県
出
身
。
父
は
総
聯
地
方
支
部
の
宣
伝
部
長
だ
っ
た
。
黄フ
ア
ン海へ

南
道
出
身

の
祖
母
が
帰
国
を
希
望
し
、
60
年
代
初
期
に
祖
母
と
両
親
、
弟
２
人
と
共
に
帰
国
。
黄
海
道
へ
配
置
。
２
０
０

０
年
に
脱
北
す
る
ま
で
、
日
本
の
親
族
の
支
援
で
妻
・
黄
玉
香
と
２
人
の
息
子
と
不
足
な
く
暮
ら
し
た
。

呉オ

明ミ
ヨ
ン

子ジ
ヤ

（
仮
名
）：
１
９
５
１
年
大
阪
府
出
身
。
き
ょ
う
だ
い
５
人
と
も
朝
鮮
学
校
に
通
う
。
帰
国
事
業
が
盛

り
上
が
り
、
毎
月
帰
国
す
る
同
級
生
を
見
て
羨
ま
し
く
な
っ
た
き
ょ
う
だ
い
が
親
に
帰
国
し
よ
う
と
せ
が
み
、

60
年
初
頭
に
一
家
７
人
で
帰
国
。
咸
鏡
南
道
の
山
深
い
鉱
山
地
帯
へ
配
置
。
74
年
の
帰
国
者
男
性
と
の
結
婚
を
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機
に
、
平
安
南
道
に
移
っ
た
。

榊さ
か
き

原ば
ら

洋ひ
ろ

子こ

：
１
９
４
７
年
広
島
県
出
身
。
物
心
つ
く
前
に
、
子
供
の
い
な
い
朝
鮮
人
の
夫
婦
の
養
子
に
な
っ

た
。
９
歳
の
時
に
養
母
が
脳
出
血
で
倒
れ
た
の
を
機
に
、
総
聯
が
毎
晩
の
よ
う
に
帰
国
を
勧
め
、
自
身
も
困
窮

し
た
生
活
ゆ
え
、
帰
国
を
望
ん
だ
。
61
年
５
月
26
日
、
第
60
次
船
で
両
親
と
共
に
帰
国
。
咸
鏡
北
道
鍾チ

ヨ
ン

城ソ
ン

郡

（
現
・
穏オ
ン

城ソ
ン

郡
）
の
協
同
農
場
に
配
置
直
後
か
ら
、
空
腹
に
苦
し
ん
だ
う
え
、
養
父
が
精
神
を
病
ん
で
し
ま
っ
た
。

教
員
を
経
験
後
、
帰
国
者
と
結
婚
。

権ク
オ
ン

成ソ
ン

明ミ
ヨ
ン（

仮
名
）：
１
９
５
０
年
福
岡
県
出
身
。
炭
鉱
夫
た
ち
を
集
め
て
土
工
の
人
夫
出
し
を
し
て
い
た
父
が

体
調
を
崩
し
、
生
活
が
傾
い
た
折
に
知
り
合
い
の
総
聯
幹
部
に
帰
国
を
勧
め
ら
れ
た
。
叔
父
に
続
き
、
両
親
、

３
兄
弟
、
長
男
家
族
の
計
11
人
で
61
年
春
に
帰
国
。
僻へ

き

地ち

の
両リ
ヤ
ン

江ガ
ン

道ド

大デ

紅ホ
ン

湍ダ
ン

へ
配
置
。
74
年
に
曺チ
ヨ

分ブ
ン

姫ヒ

と
結

婚
。
姉
が
祖
国
訪
問
し
た
の
を
機
に
手
厚
い
支
援
を
受
け
、
裕
福
に
暮
ら
し
た
。

朴パ
ク

文ム
ン

俊ジ
ユ
ン：
１
９
４
５
年
鳥
取
県
米よ
な

子ご

市
出
身
。
総
聯
活
動
家
だ
っ
た
父
の
主
導
で
、
両
親
と
弟
、
３
人
の
妹

と
共
に
60
年
８
月
26
日
、
第
36
次
船
で
帰
国
。
咸
鏡
北
道
清
津
市
へ
配
置
。
父
が
配
置
さ
れ
た
牧
場
で
足
を
大お

お

怪け

我が

し
て
働
け
な
く
な
り
、
配
給
を
受
け
る
た
め
に
専
門
学
校
を
中
退
し
て
職
場
に
出
た
。
弟
の
喧け
ん

嘩か

沙
汰
を

理
由
に
農
村
に
追
放
、
飢
え
の
た
め
98
年
に
中
国
に
逃
亡
。

申シ
ン

敬ギ
ヨ
ン

順ス
ン

（
仮
名
）：
１
９
４
９
年
茨
城
県
出
身
。
母
は
日
本
人
。
総
聯
の
熱
心
な
活
動
家
だ
っ
た
父
が
「
故
郷

で
病
を
治
す
」
と
子
供
３
人
と
養
子
縁
組
し
た
甥お

い

ひ
と
り
を
連
れ
て
、
60
年
春
に
帰
国
。
咸
鏡
北
道
清
津
市
へ

配
置
。
父
が
帰
国
１
年
で
死
去
し
、
職
場
に
出
た
母
を
長
女
と
し
て
支
え
、
自
身
も
高
校
進
学
を
あ
き
ら
め
て

工
場
に
勤
め
た
。

曺チ
ヨ

分ブ
ン

姫ヒ

（
仮
名
）：
１
９
５
４
年
岐
阜
県
出
身
。
土
木
の
仕
事
中
、
父
が
山
崩
れ
に
巻
き
込
ま
れ
大
怪
我
。
母

も
死
産
を
機
に
働
け
な
く
な
り
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
。
中
学
卒
業
後
、
働
い
て
家
計
を
支
え
て
い
る
折

に
総
聯
か
ら
勧
誘
を
受
け
、
両
親
と
弟
妹
の
一
家
５
人
で
、
71
年
に
帰
国
。
両
江
道
恵ヘ

山サ
ン

市
へ
配
置
。
74
年
に

権
成
明
と
結
婚
。
義
姉
の
祖
国
訪
問
を
機
に
生
活
が
楽
に
な
っ
た
。

李リ

泰テ

炅ギ
ヨ
ン：
１
９
５
２
年
山
口
県
下
関
市
出
身
。
両
親
は
総
聯
系
で
は
な
か
っ
た
が
、
北
朝
鮮
に
渡
る
こ
と
が
、

南
の
故
郷
（
慶キ
ヨ
ン

尚サ
ン

北
道
慶キ
ヨ
ン

州ジ
ユ

）
へ
戻
る
最
短
ル
ー
ト
だ
と
考
え
、
帰
国
を
決
意
。
下
関
朝
鮮
初
中
級
学
校
２
年

時
だ
っ
た
60
年
６
月
、
一
家
７
人
で
帰
国
。
平
安
南
道
へ
配
置
。「
苦
難
の
行
軍
」
期
に
は
黄
海
北
道
松ソ

ン

林リ
ム

市

に
住
み
、
軍
に
よ
る
黄
海
製
鉄
所
の
不
正
摘
発
事
件
を
目
撃
し
た
。
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機
に
、
平
安
南
道
に
移
っ
た
。

榊さ
か
き

原ば
ら

洋ひ
ろ

子こ

：
１
９
４
７
年
広
島
県
出
身
。
物
心
つ
く
前
に
、
子
供
の
い
な
い
朝
鮮
人
の
夫
婦
の
養
子
に
な
っ

た
。
９
歳
の
時
に
養
母
が
脳
出
血
で
倒
れ
た
の
を
機
に
、
総
聯
が
毎
晩
の
よ
う
に
帰
国
を
勧
め
、
自
身
も
困
窮

し
た
生
活
ゆ
え
、
帰
国
を
望
ん
だ
。
61
年
５
月
26
日
、
第
60
次
船
で
両
親
と
共
に
帰
国
。
咸
鏡
北
道
鍾チ

ヨ
ン

城ソ
ン

郡

（
現
・
穏オ
ン

城ソ
ン

郡
）
の
協
同
農
場
に
配
置
直
後
か
ら
、
空
腹
に
苦
し
ん
だ
う
え
、
養
父
が
精
神
を
病
ん
で
し
ま
っ
た
。

教
員
を
経
験
後
、
帰
国
者
と
結
婚
。

権ク
オ
ン

成ソ
ン

明ミ
ヨ
ン（

仮
名
）：
１
９
５
０
年
福
岡
県
出
身
。
炭
鉱
夫
た
ち
を
集
め
て
土
工
の
人
夫
出
し
を
し
て
い
た
父
が

体
調
を
崩
し
、
生
活
が
傾
い
た
折
に
知
り
合
い
の
総
聯
幹
部
に
帰
国
を
勧
め
ら
れ
た
。
叔
父
に
続
き
、
両
親
、

３
兄
弟
、
長
男
家
族
の
計
11
人
で
61
年
春
に
帰
国
。
僻へ

き

地ち

の
両リ
ヤ
ン

江ガ
ン

道ド

大デ

紅ホ
ン

湍ダ
ン

へ
配
置
。
74
年
に
曺チ
ヨ

分ブ
ン

姫ヒ

と
結

婚
。
姉
が
祖
国
訪
問
し
た
の
を
機
に
手
厚
い
支
援
を
受
け
、
裕
福
に
暮
ら
し
た
。

朴パ
ク

文ム
ン

俊ジ
ユ
ン：
１
９
４
５
年
鳥
取
県
米よ
な

子ご

市
出
身
。
総
聯
活
動
家
だ
っ
た
父
の
主
導
で
、
両
親
と
弟
、
３
人
の
妹

と
共
に
60
年
８
月
26
日
、
第
36
次
船
で
帰
国
。
咸
鏡
北
道
清
津
市
へ
配
置
。
父
が
配
置
さ
れ
た
牧
場
で
足
を
大お

お

怪け

我が

し
て
働
け
な
く
な
り
、
配
給
を
受
け
る
た
め
に
専
門
学
校
を
中
退
し
て
職
場
に
出
た
。
弟
の
喧け
ん

嘩か

沙
汰
を

理
由
に
農
村
に
追
放
、
飢
え
の
た
め
98
年
に
中
国
に
逃
亡
。

申シ
ン

敬ギ
ヨ
ン

順ス
ン

（
仮
名
）：
１
９
４
９
年
茨
城
県
出
身
。
母
は
日
本
人
。
総
聯
の
熱
心
な
活
動
家
だ
っ
た
父
が
「
故
郷

で
病
を
治
す
」
と
子
供
３
人
と
養
子
縁
組
し
た
甥お

い

ひ
と
り
を
連
れ
て
、
60
年
春
に
帰
国
。
咸
鏡
北
道
清
津
市
へ

配
置
。
父
が
帰
国
１
年
で
死
去
し
、
職
場
に
出
た
母
を
長
女
と
し
て
支
え
、
自
身
も
高
校
進
学
を
あ
き
ら
め
て

工
場
に
勤
め
た
。

曺チ
ヨ

分ブ
ン

姫ヒ

（
仮
名
）：
１
９
５
４
年
岐
阜
県
出
身
。
土
木
の
仕
事
中
、
父
が
山
崩
れ
に
巻
き
込
ま
れ
大
怪
我
。
母

も
死
産
を
機
に
働
け
な
く
な
り
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
。
中
学
卒
業
後
、
働
い
て
家
計
を
支
え
て
い
る
折

に
総
聯
か
ら
勧
誘
を
受
け
、
両
親
と
弟
妹
の
一
家
５
人
で
、
71
年
に
帰
国
。
両
江
道
恵ヘ

山サ
ン

市
へ
配
置
。
74
年
に

権
成
明
と
結
婚
。
義
姉
の
祖
国
訪
問
を
機
に
生
活
が
楽
に
な
っ
た
。

李リ

泰テ

炅ギ
ヨ
ン：
１
９
５
２
年
山
口
県
下
関
市
出
身
。
両
親
は
総
聯
系
で
は
な
か
っ
た
が
、
北
朝
鮮
に
渡
る
こ
と
が
、

南
の
故
郷
（
慶キ
ヨ
ン

尚サ
ン

北
道
慶キ
ヨ
ン

州ジ
ユ

）
へ
戻
る
最
短
ル
ー
ト
だ
と
考
え
、
帰
国
を
決
意
。
下
関
朝
鮮
初
中
級
学
校
２
年

時
だ
っ
た
60
年
６
月
、
一
家
７
人
で
帰
国
。
平
安
南
道
へ
配
置
。「
苦
難
の
行
軍
」
期
に
は
黄
海
北
道
松ソ

ン

林リ
ム

市

に
住
み
、
軍
に
よ
る
黄
海
製
鉄
所
の
不
正
摘
発
事
件
を
目
撃
し
た
。
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黄フ
ア
ン美ミ

京ギ
ヨ
ン（

仮
名
）：
１
９
５
７
年
九
州
地
方
出
身
。
子
供
た
ち
が
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
両
親
が
胸
を
痛
め
、

帰
国
を
決
意
。
両
親
、
姉
、
兄
２
人
、
妹
と
共
に
60
年
代
初
頭
に
帰
国
。
咸
鏡
道
の
炭
鉱
へ
配
置
。
調
査
し
た

50
人
の
中
で
最
貧
の
暮
ら
し
を
送
っ
た
。
父
は
帰
国
１
年
で
病
気
で
働
け
な
く
な
り
、
日
本
人
の
母
が
建
設
の

仕
事
に
出
た
。
北
朝
鮮
で
弟
妹
も
生
ま
れ
た
。
現
地
の
生
徒
よ
り
も
貧
し
く
、
幼
少
期
に
楽
し
い
思
い
出
は
な

い
と
い
う
。

金キ
ム

柱ジ
ユ

聖ソ
ン

（
本
名
・
金キ
ム

潤ユ
ン

）：
１
９
６
３
年
兵
庫
県
川か
わ

西に
し

市
出
身
。
朝
連
発
足
時
か
ら
熱
心
な
活
動
家
だ
っ
た
祖
父

は
、
土
木
の
仕
事
で
築
い
た
財
を
活
動
に
捧
げ
た
。
尼あ

ま
が

崎さ
き

の
朝
鮮
中
学
１
年
時
、
帰
国
に
強
固
に
反
対
し
た

父
を
振
り
切
り
、
祖
父
母
と
共
に
76
年
10
月
１
日
、
第
１
７
７
次
船
で
帰
国
。
平
壌
へ
配
置
。
祖
父
の
病
状
悪

化
で
伯
父
家
族
の
住
む
黄
海
南
道
信シ

ン

川チ
ヨ
ン

郡
へ
移
る
。
平
壌
の
富
裕
帰
国
者
の
暮
ら
し
を
よ
く
知
る
。

沈シ
ム

博パ
グ

仁イ
ン

（
仮
名
）：
１
９
５
２
年
兵
庫
県
尼
崎
市
出
身
。
父
が
妻
子
の
生
活
を
案
じ
て
帰
国
を
勧
め
、
母
が
子

供
６
人
を
連
れ
て
60
年
夏
に
帰
国
。
咸
鏡
北
道
鏡
城
郡
へ
配
置
。
す
ぐ
に
馴な

染じ

み
、
学
校
生
活
を
謳お
う

歌か

し
ス
ポ

ー
ツ
で
活
躍
し
た
。
３
年
遅
れ
で
帰
国
し
た
父
が
79
年
に
保
衛
部
に
連
行
さ
れ
、
耀ヨ

徳ド
ク

管
理
所
に
送
ら
れ
た
。

金キ
ム

栄ヨ
ン

三サ
ム

：
１
９
５
９
年
大
阪
市
西に
し

成な
り

区
出
身
。
父
親
は
総
聯
大
阪
府
本
部
の
専
任
活
動
家
だ
っ
た
。
総
聯
が
両

親
に
子
供
を
北
朝
鮮
に
送
る
よ
う
求
め
た
た
め
、
朝
鮮
中
学
３
年
時
の
73
年
６
月
15
日
、
両
親
と
姉
の
一
家
４

人
で
第
１
６
８
次
船
に
乗
っ
て
帰
国
。
江カ

ン

原ウ
オ
ン道ド

元ウ
オ
ン

山サ
ン

市
へ
配
置
。
勉
学
に
励
ん
で
金
策
工
業
大
学
に
進
学
。

90
年
代
の
混
乱
期
か
ら
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
貿
易
業
で
稼
い
だ
。

文ム
ン

賢ヒ
ヨ
ン

一イ
ル

：
１
９
４
８
年
高
知
県
出
身
。
故
郷
の
慶
尚
北
道
慶
州
で
中
学
の
教
師
を
し
て
い
た
父
が
再
び
教
職

に
就
く
こ
と
を
希
望
し
、
帰
国
を
決
意
。
直
前
ま
で
自
身
が
朝
鮮
人
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
母
は
日

本
人
。
両
親
と
共
に
60
年
８
月
26
日
、
第
36
次
船
で
帰
国
。
咸
鏡
北
道
清
津
市
へ
配
置
。
北
朝
鮮
の
実
情
に
失

望
し
、
３
年
後
に
二
度
中
国
へ
越
境
し
て
逃
亡
を
図
っ
た
。
現
地
女
性
と
結
婚
す
る
際
は
、
相
手
家
族
か
ら
猛

反
対
を
受
け
た
。

金キ
ム

幸ヘ
ン

一イ
ル

：
１
９
４
１
年
愛
知
県
岡
崎
市
出
身
。
熱
心
に
同
胞
に
帰
国
を
宣
伝
す
る
父
の
姿
に
影
響
を
受
け
、
61

年
６
月
９
日
、
第
62
次
船
で
単
身
帰
国
。
咸
鏡
北
道
雄ウ

ン

基ギ

郡
（
現
・
羅ラ

先ソ
ン

市
）
へ
配
置
。
北
朝
鮮
に
幻
滅
し
、

翌
年
に
軍
事
境
界
線
を
越
え
て
韓
国
に
脱
出
し
、
そ
の
後
韓
国
で
暮
ら
す
。
帰
国
事
業
を
止
め
る
た
め
の
発
信

を
続
け
た
。
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黄フ
ア
ン美ミ

京ギ
ヨ
ン（

仮
名
）：
１
９
５
７
年
九
州
地
方
出
身
。
子
供
た
ち
が
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
両
親
が
胸
を
痛
め
、

帰
国
を
決
意
。
両
親
、
姉
、
兄
２
人
、
妹
と
共
に
60
年
代
初
頭
に
帰
国
。
咸
鏡
道
の
炭
鉱
へ
配
置
。
調
査
し
た

50
人
の
中
で
最
貧
の
暮
ら
し
を
送
っ
た
。
父
は
帰
国
１
年
で
病
気
で
働
け
な
く
な
り
、
日
本
人
の
母
が
建
設
の

仕
事
に
出
た
。
北
朝
鮮
で
弟
妹
も
生
ま
れ
た
。
現
地
の
生
徒
よ
り
も
貧
し
く
、
幼
少
期
に
楽
し
い
思
い
出
は
な

い
と
い
う
。

金キ
ム

柱ジ
ユ

聖ソ
ン

（
本
名
・
金キ
ム

潤ユ
ン

）：
１
９
６
３
年
兵
庫
県
川か
わ

西に
し

市
出
身
。
朝
連
発
足
時
か
ら
熱
心
な
活
動
家
だ
っ
た
祖
父

は
、
土
木
の
仕
事
で
築
い
た
財
を
活
動
に
捧
げ
た
。
尼あ

ま
が

崎さ
き

の
朝
鮮
中
学
１
年
時
、
帰
国
に
強
固
に
反
対
し
た

父
を
振
り
切
り
、
祖
父
母
と
共
に
76
年
10
月
１
日
、
第
１
７
７
次
船
で
帰
国
。
平
壌
へ
配
置
。
祖
父
の
病
状
悪

化
で
伯
父
家
族
の
住
む
黄
海
南
道
信シ

ン

川チ
ヨ
ン

郡
へ
移
る
。
平
壌
の
富
裕
帰
国
者
の
暮
ら
し
を
よ
く
知
る
。

沈シ
ム

博パ
グ

仁イ
ン

（
仮
名
）：
１
９
５
２
年
兵
庫
県
尼
崎
市
出
身
。
父
が
妻
子
の
生
活
を
案
じ
て
帰
国
を
勧
め
、
母
が
子

供
６
人
を
連
れ
て
60
年
夏
に
帰
国
。
咸
鏡
北
道
鏡
城
郡
へ
配
置
。
す
ぐ
に
馴な

染じ

み
、
学
校
生
活
を
謳お
う

歌か

し
ス
ポ

ー
ツ
で
活
躍
し
た
。
３
年
遅
れ
で
帰
国
し
た
父
が
79
年
に
保
衛
部
に
連
行
さ
れ
、
耀ヨ

徳ド
ク

管
理
所
に
送
ら
れ
た
。

金キ
ム

栄ヨ
ン

三サ
ム

：
１
９
５
９
年
大
阪
市
西に
し

成な
り

区
出
身
。
父
親
は
総
聯
大
阪
府
本
部
の
専
任
活
動
家
だ
っ
た
。
総
聯
が
両

親
に
子
供
を
北
朝
鮮
に
送
る
よ
う
求
め
た
た
め
、
朝
鮮
中
学
３
年
時
の
73
年
６
月
15
日
、
両
親
と
姉
の
一
家
４

人
で
第
１
６
８
次
船
に
乗
っ
て
帰
国
。
江カ

ン

原ウ
オ
ン道ド

元ウ
オ
ン

山サ
ン

市
へ
配
置
。
勉
学
に
励
ん
で
金
策
工
業
大
学
に
進
学
。

90
年
代
の
混
乱
期
か
ら
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
貿
易
業
で
稼
い
だ
。

文ム
ン

賢ヒ
ヨ
ン

一イ
ル

：
１
９
４
８
年
高
知
県
出
身
。
故
郷
の
慶
尚
北
道
慶
州
で
中
学
の
教
師
を
し
て
い
た
父
が
再
び
教
職

に
就
く
こ
と
を
希
望
し
、
帰
国
を
決
意
。
直
前
ま
で
自
身
が
朝
鮮
人
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
母
は
日

本
人
。
両
親
と
共
に
60
年
８
月
26
日
、
第
36
次
船
で
帰
国
。
咸
鏡
北
道
清
津
市
へ
配
置
。
北
朝
鮮
の
実
情
に
失

望
し
、
３
年
後
に
二
度
中
国
へ
越
境
し
て
逃
亡
を
図
っ
た
。
現
地
女
性
と
結
婚
す
る
際
は
、
相
手
家
族
か
ら
猛

反
対
を
受
け
た
。

金キ
ム

幸ヘ
ン

一イ
ル

：
１
９
４
１
年
愛
知
県
岡
崎
市
出
身
。
熱
心
に
同
胞
に
帰
国
を
宣
伝
す
る
父
の
姿
に
影
響
を
受
け
、
61

年
６
月
９
日
、
第
62
次
船
で
単
身
帰
国
。
咸
鏡
北
道
雄ウ

ン

基ギ

郡
（
現
・
羅ラ

先ソ
ン

市
）
へ
配
置
。
北
朝
鮮
に
幻
滅
し
、

翌
年
に
軍
事
境
界
線
を
越
え
て
韓
国
に
脱
出
し
、
そ
の
後
韓
国
で
暮
ら
す
。
帰
国
事
業
を
止
め
る
た
め
の
発
信

を
続
け
た
。
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尹ユ
ン

玉オ
ク

順ス
ン

（
仮
名
）：
１
９
５
０
年
代
、
東
京
都
出
身
。
母
は
日
本
人
。
父
が
総
聯
活
動
に
熱
心
で
、
子
供
た
ち

を
連
れ
て
故
郷
（
南
）
に
帰
ろ
う
と
帰
国
を
決
意
。
60
年
代
初
期
に
両
親
と
兄
姉
弟
４
人
で
帰
国
。
黄
海
道
へ

配
置
。
軍
に
入
隊
し
労
働
党
員
に
も
な
っ
た
。
義
兄
が
政
治
犯
と
し
て
捕
ま
っ
た
。

許ホ

恩ウ
ン

慈ジ

（
仮
名
）：
１
９
４
０
年
慶
尚
南
道
咸ハ

安マ
ン

に
生
ま
れ
、
６
歳
の
時
に
両
親
と
渡
日
。
愛
知
県
名
古
屋
市

で
暮
ら
す
。
早
く
に
父
が
亡
く
な
り
、
母
と
闇
米
の
商
売
を
切
り
盛
り
し
て
弟
妹
４
人
の
生
活
を
支
え
た
が
母

も
病
死
。
お
じ
が
妹
を
連
れ
て
60
年
に
帰
国
す
る
と
、
そ
の
３
カ
月
後
、
妹
を
追
っ
て
同
年
秋
に
ひ
と
り
で
帰

国
。
南ナ

ム

浦ポ

市
へ
配
置
。
中
国
か
ら
の
帰
国
者
と
結
婚
し
た
。

齋
藤
博
子
：
１
９
４
１
年
福
井
県
鯖さ
ば

江え

市
出
身
。
日
本
人
妻
。
夫
の
家
族
が
総
聯
の
勧
誘
を
受
け
帰
国
を
決
意
。

義
母
に
子
供
を
連
れ
て
行
く
と
宣
言
さ
れ
、
仕
方
な
く
夫
の
家
族
と
共
に
61
年
６
月
16
日
、
第
63
次
船
で
帰
国
。

両
江
道
恵
山
市
へ
配
置
。
食
べ
る
心
配
と
夫
の
暴
力
に
苦
し
ん
だ
。「
苦
難
の
行
軍
」
期
は
、
不
法
行
為
に
も

手
を
染
め
な
が
ら
生
き
延
び
た
。

具ク

龍リ
ヨ
ン

徳ド
ク

（
仮
名
）：
１
９
６
０
年
代
半
ば
関
西
地
方
出
身
。
日
本
人
だ
っ
た
母
と
は
幼
少
期
に
死
別
し
た
。
父

は
総
聯
へ
多
額
の
寄
付
を
し
て
貢
献
し
た
。
長
兄
が
日
本
で
の
将
来
を
悲
観
し
て
帰
国
を
熱
望
し
、
父
と
３
人

の
兄
姉
と
共
に
70
年
代
初
期
に
帰
国
。
黄
海
北
道
へ
配
置
。
75
年
に
父
、
義
母
、
義
弟
と
共
に
耀
徳
管
理
所
へ

送
ら
れ
た
が
３
年
後
に
出
所
し
た
。

呉オ

小ソ

元ウ
オ
ン（

仮
名
）：
１
９
５
７
年
東
京
都
出
身
。
対
南
工
作
活
動
に
従
事
し
て
い
た
済チ
エ

州ジ
ユ

島ド

出
身
の
父
が
日
本

の
公
安
当
局
に
摘
発
さ
れ
た
の
を
機
に
、
北
朝
鮮
当
局
が
息
子
を
送
る
よ
う
要
求
。
３
兄
弟
は
１
９
７
３
年
に

帰
国
。
自
身
は
平
壌
体
育
大
学
、
次
兄
は
金
日
成
総
合
大
学
、
三
兄
は
金
策
工
業
大
学
へ
優
待
進
学
し
た
が
、

皆
強
い
ス
ト
レ
ス
に
苦
し
ん
だ
。

李リ

在ジ
エ

元ウ
オ
ン：
１
９
４
８
年
東
京
都
大
田
区
出
身
。
母
は
日
本
人
。
東
京
朝
鮮
高
校
中
退
。
両
親
の
離
婚
を
機
に

非
行
の
道
へ
。
父
の
故
郷
・
韓
国
に
「
退
去
」
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、「
社
会
主
義
の
祖
国
に
行
こ
う
」
と

主
張
す
る
妹
・
栄ヨ

ン

順ス
ン

に
説
得
さ
れ
、
弟
・
在
学
と
３
人
で
72
年
８
月
25
日
、
第
１
６
５
次
船
で
帰
国
。
両
江
道

恵
山
市
へ
配
置
。
栄
順
は
精
神
を
病
ん
だ
。
81
、
82
年
に
母
が
訪
問
団
で
訪
朝
、
87
年
に
は
父
が
訪
朝
し
、
そ

の
ま
ま
北
朝
鮮
に
留
ま
っ
た
。

李リ

在ジ
エ

学ハ
ク

：
１
９
５
８
年
東
京
都
大
田
区
出
身
。
李
在
元
の
弟
。
日
本
を
離
れ
る
１
週
間
前
に
帰
国
を
知
ら
さ
れ

た
。
栃
木
の
朝
鮮
中
学
３
年
時
の
こ
と
だ
っ
た
。
現
地
の
中
学
で
は
１
学
年
下
に
編
入
し
、
必
死
に
適
応
し
よ
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尹ユ
ン

玉オ
ク

順ス
ン

（
仮
名
）：
１
９
５
０
年
代
、
東
京
都
出
身
。
母
は
日
本
人
。
父
が
総
聯
活
動
に
熱
心
で
、
子
供
た
ち

を
連
れ
て
故
郷
（
南
）
に
帰
ろ
う
と
帰
国
を
決
意
。
60
年
代
初
期
に
両
親
と
兄
姉
弟
４
人
で
帰
国
。
黄
海
道
へ

配
置
。
軍
に
入
隊
し
労
働
党
員
に
も
な
っ
た
。
義
兄
が
政
治
犯
と
し
て
捕
ま
っ
た
。

許ホ

恩ウ
ン

慈ジ

（
仮
名
）：
１
９
４
０
年
慶
尚
南
道
咸ハ

安マ
ン

に
生
ま
れ
、
６
歳
の
時
に
両
親
と
渡
日
。
愛
知
県
名
古
屋
市

で
暮
ら
す
。
早
く
に
父
が
亡
く
な
り
、
母
と
闇
米
の
商
売
を
切
り
盛
り
し
て
弟
妹
４
人
の
生
活
を
支
え
た
が
母

も
病
死
。
お
じ
が
妹
を
連
れ
て
60
年
に
帰
国
す
る
と
、
そ
の
３
カ
月
後
、
妹
を
追
っ
て
同
年
秋
に
ひ
と
り
で
帰

国
。
南ナ

ム

浦ポ

市
へ
配
置
。
中
国
か
ら
の
帰
国
者
と
結
婚
し
た
。

齋
藤
博
子
：
１
９
４
１
年
福
井
県
鯖さ
ば

江え

市
出
身
。
日
本
人
妻
。
夫
の
家
族
が
総
聯
の
勧
誘
を
受
け
帰
国
を
決
意
。

義
母
に
子
供
を
連
れ
て
行
く
と
宣
言
さ
れ
、
仕
方
な
く
夫
の
家
族
と
共
に
61
年
６
月
16
日
、
第
63
次
船
で
帰
国
。

両
江
道
恵
山
市
へ
配
置
。
食
べ
る
心
配
と
夫
の
暴
力
に
苦
し
ん
だ
。「
苦
難
の
行
軍
」
期
は
、
不
法
行
為
に
も

手
を
染
め
な
が
ら
生
き
延
び
た
。

具ク

龍リ
ヨ
ン

徳ド
ク

（
仮
名
）：
１
９
６
０
年
代
半
ば
関
西
地
方
出
身
。
日
本
人
だ
っ
た
母
と
は
幼
少
期
に
死
別
し
た
。
父

は
総
聯
へ
多
額
の
寄
付
を
し
て
貢
献
し
た
。
長
兄
が
日
本
で
の
将
来
を
悲
観
し
て
帰
国
を
熱
望
し
、
父
と
３
人

の
兄
姉
と
共
に
70
年
代
初
期
に
帰
国
。
黄
海
北
道
へ
配
置
。
75
年
に
父
、
義
母
、
義
弟
と
共
に
耀
徳
管
理
所
へ

送
ら
れ
た
が
３
年
後
に
出
所
し
た
。

呉オ

小ソ

元ウ
オ
ン（

仮
名
）：
１
９
５
７
年
東
京
都
出
身
。
対
南
工
作
活
動
に
従
事
し
て
い
た
済チ
エ

州ジ
ユ

島ド

出
身
の
父
が
日
本

の
公
安
当
局
に
摘
発
さ
れ
た
の
を
機
に
、
北
朝
鮮
当
局
が
息
子
を
送
る
よ
う
要
求
。
３
兄
弟
は
１
９
７
３
年
に

帰
国
。
自
身
は
平
壌
体
育
大
学
、
次
兄
は
金
日
成
総
合
大
学
、
三
兄
は
金
策
工
業
大
学
へ
優
待
進
学
し
た
が
、

皆
強
い
ス
ト
レ
ス
に
苦
し
ん
だ
。

李リ

在ジ
エ

元ウ
オ
ン：
１
９
４
８
年
東
京
都
大
田
区
出
身
。
母
は
日
本
人
。
東
京
朝
鮮
高
校
中
退
。
両
親
の
離
婚
を
機
に

非
行
の
道
へ
。
父
の
故
郷
・
韓
国
に
「
退
去
」
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、「
社
会
主
義
の
祖
国
に
行
こ
う
」
と

主
張
す
る
妹
・
栄ヨ

ン

順ス
ン

に
説
得
さ
れ
、
弟
・
在
学
と
３
人
で
72
年
８
月
25
日
、
第
１
６
５
次
船
で
帰
国
。
両
江
道

恵
山
市
へ
配
置
。
栄
順
は
精
神
を
病
ん
だ
。
81
、
82
年
に
母
が
訪
問
団
で
訪
朝
、
87
年
に
は
父
が
訪
朝
し
、
そ

の
ま
ま
北
朝
鮮
に
留
ま
っ
た
。

李リ

在ジ
エ

学ハ
ク

：
１
９
５
８
年
東
京
都
大
田
区
出
身
。
李
在
元
の
弟
。
日
本
を
離
れ
る
１
週
間
前
に
帰
国
を
知
ら
さ
れ

た
。
栃
木
の
朝
鮮
中
学
３
年
時
の
こ
と
だ
っ
た
。
現
地
の
中
学
で
は
１
学
年
下
に
編
入
し
、
必
死
に
適
応
し
よ
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う
と
努
力
し
た
。
機
械
工
場
で
働
い
た
。

張チ
ヤ
ン智チ

潤ユ
ン

（
仮
名
）：
１
９
５
９
年
東
京
都
出
身
。
闘
病
中
の
父
を
「
帰
国
す
れ
ば
病
院
代
も
子
供
ら
の
教
育
も

心
配
な
い
」
と
総
聯
が
勧
誘
し
、
東
京
朝
高
在
学
中
の
76
年
に
両
親
、
弟
妹
３
人
と
一
緒
に
帰
国
。
咸
鏡
南
道

へ
配
置
。
教
師
に
な
り
、
結
婚
後
は
清
津
市
に
住
ん
だ
。
90
年
代
後
半
の
社
会
混
乱
期
か
ら
の
三
度
の
脱
北
企

図
の
末
、
２
０
０
３
年
に
日
本
へ
戻
っ
た
。

張チ
ヤ
ン美ミ

淑ス
ク

（
仮
名
）：
１
９
６
８
年
東
京
都
出
身
。
張
智
潤
の
妹
。
94
年
に
帰
国
者
２
世
と
結
婚
す
る
が
暴
力
に

悩
ま
さ
れ
た
。
離
婚
後
の
生
活
苦
で
始
め
た
日
銭
稼
ぎ
の
暮
ら
し
が
限
界
に
達
し
、
一
人
息
子
を
兄
に
預
け
、

ブ
ロ
ー
カ
ー
を
頼
り
に
中
国
に
越
境
し
、
智
潤
と
共
に
日
本
に
戻
っ
た
。

金キ
ム

初チ
ヨ

美ミ

：
１
９
４
１
年
福
島
市
出
身
。
中
学
卒
業
後
は
パ
チ
ン
コ
店
で
働
く
。
総
聯
の
活
動
家
だ
っ
た
兄
に
影

響
さ
れ
、
両
親
、
腹
違
い
の
兄
と
４
人
で
、
60
年
７
月
22
日
、
第
31
次
船
で
帰
国
。
平
安
北
道
龍リ

ヨ
ン

川チ
ヨ
ン

郡
へ
配

置
。
75
年
に
総
聯
幹
部
の
兄
が
訪
朝
し
た
際
に
は
、
当
局
が
住
居
を
整
備
し
て
く
れ
た
。
93
年
に
神
戸
出
身
の

夫
と
共
に
脱
北
。

姜カ
ン

洋ヤ
ン

子ジ
ヤ

：
１
９
５
１
年
山
口
県
出
身
。
電
気
の
な
い
山
村
農
家
で
育
つ
。
祖
父
母
か
ら
３
代
に
わ
た
り
、
稲
作

や
畜
産
で
生
計
を
立
て
た
。
宣
伝
に
使
わ
れ
た
北
朝
鮮
の
カ
ラ
ー
写
真
集
を
信
じ
た
母
が
主
導
し
て
帰
国
を
決

め
た
。
61
年
、
両
親
と
弟
３
人
と
共
に
帰
国
。
咸
鏡
北
道
穏
城
郡
へ
配
置
。
北
朝
鮮
で
さ
ら
に
弟
２
人
が
生
ま

れ
た
。
配
給
が
途
切
れ
る
と
数
日
食
べ
ら
れ
な
い
生
活
を
し
て
い
た
が
、
79
年
に
日
本
で
道
路
補
修
の
会
社
を

経
営
し
て
成
功
し
た
叔
父
が
平
壌
の
道
路
整
備
に
貢
献
す
る
と
、
生
活
が
一
変
し
た
。

鄭チ
ヨ
ン

福ポ
ク

仙ソ
ン

：
１
９
４
８
年
京
都
府
出
身
。
両
親
の
離
婚
後
、
家
出
し
た
姉
が
水
商
売
を
し
て
い
る
こ
と
に
立
腹

し
た
父
が
子
供
を
連
れ
て
帰
国
を
決
意
。
北
朝
鮮
に
行
け
ば
、
子
供
た
ち
が
学
び
、
働
き
、
真
っ
当
に
暮
ら
せ

る
と
信
じ
た
。
父
と
姉
、
兄
２
人
と
共
に
60
年
８
月
12
日
、
第
34
次
船
で
帰
国
。
江
原
道
文ム

ン

川チ
ヨ
ン

市
に
配
置
。

19
歳
で
帰
国
者
男
性
と
結
婚
し
、
翌
年
に
追
放
処
分
。
95
年
頃
に
富
裕
帰
国
者
が
一
斉
摘
発
さ
れ
た
元
山
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
た
。

　
な
お
、
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
帰
国
者
は
50
人
だ
が
、
本
書
に
証
言
を
掲
載
し
な
か
っ
た
人
、
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
の
掲
載
を
望
ま
な
か
っ
た
人
が
い
る
。
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う
と
努
力
し
た
。
機
械
工
場
で
働
い
た
。

張チ
ヤ
ン智チ

潤ユ
ン

（
仮
名
）：
１
９
５
９
年
東
京
都
出
身
。
闘
病
中
の
父
を
「
帰
国
す
れ
ば
病
院
代
も
子
供
ら
の
教
育
も

心
配
な
い
」
と
総
聯
が
勧
誘
し
、
東
京
朝
高
在
学
中
の
76
年
に
両
親
、
弟
妹
３
人
と
一
緒
に
帰
国
。
咸
鏡
南
道

へ
配
置
。
教
師
に
な
り
、
結
婚
後
は
清
津
市
に
住
ん
だ
。
90
年
代
後
半
の
社
会
混
乱
期
か
ら
の
三
度
の
脱
北
企

図
の
末
、
２
０
０
３
年
に
日
本
へ
戻
っ
た
。

張チ
ヤ
ン美ミ

淑ス
ク

（
仮
名
）：
１
９
６
８
年
東
京
都
出
身
。
張
智
潤
の
妹
。
94
年
に
帰
国
者
２
世
と
結
婚
す
る
が
暴
力
に

悩
ま
さ
れ
た
。
離
婚
後
の
生
活
苦
で
始
め
た
日
銭
稼
ぎ
の
暮
ら
し
が
限
界
に
達
し
、
一
人
息
子
を
兄
に
預
け
、

ブ
ロ
ー
カ
ー
を
頼
り
に
中
国
に
越
境
し
、
智
潤
と
共
に
日
本
に
戻
っ
た
。

金キ
ム

初チ
ヨ

美ミ

：
１
９
４
１
年
福
島
市
出
身
。
中
学
卒
業
後
は
パ
チ
ン
コ
店
で
働
く
。
総
聯
の
活
動
家
だ
っ
た
兄
に
影

響
さ
れ
、
両
親
、
腹
違
い
の
兄
と
４
人
で
、
60
年
７
月
22
日
、
第
31
次
船
で
帰
国
。
平
安
北
道
龍リ

ヨ
ン

川チ
ヨ
ン

郡
へ
配

置
。
75
年
に
総
聯
幹
部
の
兄
が
訪
朝
し
た
際
に
は
、
当
局
が
住
居
を
整
備
し
て
く
れ
た
。
93
年
に
神
戸
出
身
の

夫
と
共
に
脱
北
。

姜カ
ン

洋ヤ
ン

子ジ
ヤ

：
１
９
５
１
年
山
口
県
出
身
。
電
気
の
な
い
山
村
農
家
で
育
つ
。
祖
父
母
か
ら
３
代
に
わ
た
り
、
稲
作

や
畜
産
で
生
計
を
立
て
た
。
宣
伝
に
使
わ
れ
た
北
朝
鮮
の
カ
ラ
ー
写
真
集
を
信
じ
た
母
が
主
導
し
て
帰
国
を
決

め
た
。
61
年
、
両
親
と
弟
３
人
と
共
に
帰
国
。
咸
鏡
北
道
穏
城
郡
へ
配
置
。
北
朝
鮮
で
さ
ら
に
弟
２
人
が
生
ま

れ
た
。
配
給
が
途
切
れ
る
と
数
日
食
べ
ら
れ
な
い
生
活
を
し
て
い
た
が
、
79
年
に
日
本
で
道
路
補
修
の
会
社
を

経
営
し
て
成
功
し
た
叔
父
が
平
壌
の
道
路
整
備
に
貢
献
す
る
と
、
生
活
が
一
変
し
た
。

鄭チ
ヨ
ン

福ポ
ク

仙ソ
ン

：
１
９
４
８
年
京
都
府
出
身
。
両
親
の
離
婚
後
、
家
出
し
た
姉
が
水
商
売
を
し
て
い
る
こ
と
に
立
腹

し
た
父
が
子
供
を
連
れ
て
帰
国
を
決
意
。
北
朝
鮮
に
行
け
ば
、
子
供
た
ち
が
学
び
、
働
き
、
真
っ
当
に
暮
ら
せ

る
と
信
じ
た
。
父
と
姉
、
兄
２
人
と
共
に
60
年
８
月
12
日
、
第
34
次
船
で
帰
国
。
江
原
道
文ム

ン

川チ
ヨ
ン

市
に
配
置
。

19
歳
で
帰
国
者
男
性
と
結
婚
し
、
翌
年
に
追
放
処
分
。
95
年
頃
に
富
裕
帰
国
者
が
一
斉
摘
発
さ
れ
た
元
山
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
た
。

　
な
お
、
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
帰
国
者
は
50
人
だ
が
、
本
書
に
証
言
を
掲
載
し
な
か
っ
た
人
、
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
の
掲
載
を
望
ま
な
か
っ
た
人
が
い
る
。
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あ
る
在
日
一
家
の
写
真
記
録

プ
ロ
ロ
ー
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